
Panasonic 

取扱説明書 

AV コント□-ルアンプ 

品ま SU-XR700 



このたびは AV コントロールアンプをお買い上げいたださ、まことにありびとラございました。 


保証書別添付 


この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

特に r きを上のごを意」（一44、4已ぺージ)は、ご使用前に必ずお読みいただき、安をにお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとさにお読み < ださい。 

保証書は r お買い上げ曰•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取0 < ださい。 
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ビエラ リンク コントロール ビエラ デイー*’ 

r VIERA Link (HDAVI Control) J 対応のテレビ （VIERA) と DVD レコーダー (DIGA) を接続すると… 


複数の操作び必要だったホームシアター 


ワンタッチ操作でホームシアターび楽しめる！ (一13ぺージ） 




ホームシアターび 簡単に楽しめる！ 


今までは • 


何本をの 
ケーブルが必要 


今までは • 


リモコン操作で 
サラウンド再生 


SU-XR700 では！ 




HDMI ケーブルで 
簡単接続！（->7ぺージ） 


〇 





※他の接続ち 
でをます。 


SU-XR700 では！！ 


ボタンを}甲ずだけで、ス 
ピーカーのちおび設定 
できる！（一»10ぺージ） 



SU-XR 700では！！ 


DVD もテレビち再生 
ずるだけで、サラウ 
ンドに！（马12ぺージ） 
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スピーカーのち無の設定と確認 

自動で巧出する . 

7 スピーカーの音を確認する... 


8 DVD やテレビを見る . 12 

ビ I ラ II ンク コント ロール 

VIERA Link (HDAVI Control™) を使う… 13 

ホームシ ア ターを ワンタッチ操作で楽しむ… . 13 



接続する 

映像•音青端子に接続する場合 
(テレビ、 DVD レコーダー、 

DVD プレーヤ ー 、ビデオデッキ） ..... 14 
S 映像•音青端子に接続する場合 
(テレビ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤ ー)... 15 
D 端子（コンポーネント端モ）- 
音青端子に接続する場合 

(テレビ、 DVD レコーダー） . 16 

その他の接続 

テレビの音声をサラウンドで楽しむ . 17 

ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを接続する... . 17 


アナログ音声を楽しむ . 18 

DVD オーディオの高音質なアナログ音声を 
楽しむ ( DVD アナログ己 CH 接続） . 18 


BS デジタルチューナーや CS チューナーなどを接続する ........ 19 

CD プレーヤーを接続する . 19 

ビデオカメラやゲーム機などを接続する . 19 

その他のスピーカーの接続 

バイワイヤー対応のスピーカーを接続する . 20 

バイワイヤー接続の設定をする . 20 

2組目のフ□ントスピーカーを接続する . 21 

SH - FX 60 でサラウンドスピーカーをワイヤレスにずる ..... 21 

測定マイクを使って自動的に 
スピーカー設定をする . 22 


楽しむ再生する 
基本の再を, 


スピーカ ー B を使ラ/アドバンスドデュアルアンプ/ 

^ -バイアンプ/ DVD オーデイオの再生 
■と4 (デジタル接続で楽しむ/ DVD アナ□グ日 CH / 

2チャンネルアナ□グ音声を高音質で楽しむ） ........ 25 


テレビか DVD などをサラクン音声で聞< 

DOLBY PRO LOGICnx / 

ネオ サウンドフィールドコント□-ル 

NE 0: 巨/ SFC(Sound Field Control )..... 26 

U モコンで操作する音質•音場効まや便利な機能 

DOLBY PRO LOGIC nx の"/ WUS / C " をさ引こ調整ずる/ 
NE 0:6 の."をさ B に調整する/ 

SFC(Sound Field Control ) をさ日に調整する ...... 28 

スピーカーの 音量調整をする/ 

サブウー八ーレベルの調整をする/一時的に音を消す/ 
表示部を暗くする（ディマー） . 29 

音質•音場効ま/便利な機能 
設定の方法 . 30 

ほ音の調整をする/高音の調整をする/ 

音量バランスの調整をする/二重音声を切り換える/ 
表示部の明るさを調整する . 31 


アンプの設定をする 
設定の方法 . 


. 32 

スピーカーの有無とサイズを設定する/距離の設定をずる/ 

低域フイルターの設定をする . 33 

自動スピーカー設定を変更する(購入時の扶態に戻す/ 

極性を自動補正しない設定にする)/バイアンプの設定をする 
(バイアンプ機能を解除する（卜 IJ プルアンプモードを使用する)/ 
バランスの調整をする/ HF と LF のずれを補正する)/ 

アドバンスドデュアルアンプ機能を働かせない設定にする ..... 34 
デジタル入力端子を変更する/入力信号の設定をする/本機の電源 
「切」時の消費電力を下げる(省待機電カモード)/ 

VIERA Link(HDAVI Control ) を使わない設定にずる . 35 

ル音量でち聞さやずくずる/アッテネーターを切り換える/映像と音 

寅を合わせる/購入時の扶態(巧期設定)に戻ず旧 ESET 機能）.. . 3日 

ヘッドホンを巧ラ . 36 

リモコンでテレビや DVD レコーダーなどを操作する 

テレビを操作ずる . 37 

DVD プレーヤーを操作ずる . 38 

DVD レコーダーを操作ずる . 39 

ビデオデッキを操作ずる CD プレーヤーを操作ずる ..... 40 

2つしッ上の当社製機器(ミニコンや AV アンプなど)をお使いの場合 ..... 40 


かんたん 

ガイド 


テレビ、 DVD レコーダー、 
DVD プレーヤーを HDMI 
接続する . 


スピーカーを接続する 


ご参ち 


主な仕様 . 41 Q&A (よ < あるご質巧） . 43 

ヘルプメッセージ . 41音青と本機のしくみ . 43 

が障かな！？ . 42 巧話とアフターヴービス(よくお読みくださし、)… 46 

お手入れ . 42さくいん . 裏表紙 
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を<じ 


r 安を上のごま意 J をがずお読み < ださい。 

(一44、4已ぺージ） 


まず 


ホームシアターび簡単に楽しめる！ 
付屈 □□. 


2各百 B のはた6を . 4 
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哀を上の 
ごを意 


まず 準備楽しむお好みで 


ご参考 
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http://www.sense.panason に . cojp/ 


付属品 


付属品を巧認してください。 




• 付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご相談くだ 
さい。 

•かっこ【】内は、買い替え時の品番です。 

(品まは200己年7月現在のちのです。品番は変更される 
ことびあります。） 

• 電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しな 
いでください。また、他の機器の電源コードを本機に使用 
しないで < ださい。 

□ 


□ 


□ 


電源コード （1 本） 

【 K 2 CA 2 CB 00002】 



を 


を 



測定マイク （1 コ） 

【 L 0 CBAB 000123】 


リモコン用乾電池 

(単3あ:2コ） 


U モコン （1 コ） 

【 EUR 7 已已 2 YP 0】 


各部のはた S を 


入カソースの切り換え 
(-» 12、24ぺージ） 


電源コードを接続 
ずるとランプが点な 



。[がい[如- 


電源の入/切 

r メニュ ー」 の 操作（ィ 30、31 ぺージ） 

r 巧期設定」の操作 

(ィ20、32〜36、40ぺージ） 


アドバンスドデュアルアンプび働いているとさ点な（-» 2已ぺージ） 

バイアンプび働いているとさ点な（-> 2已ぺージ） 

サラウンド再生のとき点な（ィ12、24ぺージ） 

デジタルトランシーバーげ挿入されているとき点な（一21ぺージ） 

自動スピーカー設定機能を働か 
せたとさ点な（-» 22ぺージ） 
HDMI 接続で通信中に点な 
(-» 12ぺージ） 

音量を調整 
(一12、24ぺージ） 

へッドホンを接続（一3巨ぺージ） 


0 - 


J 




な 


フ□ントスピーカーの選択 
(- Hl 、12、22、24、2 日ぺ—ジ) 
スピーカー自動検出機能 
(一10ぺージ） 

——サラウンドの入/切 
(■M 2、24ぺージ） 


透)透)) 


養 




-測定マイクを接続 
(->22ぺージ） 


ビデオカメラなどを接続 
(-» 19ぺージ） 


2チヤンネルミックスが 
働いているときに点な 


単位表示 


PCM FIX を還択し 
ているとさに点な 


ク DH MIX 


PCM 

スピーカー 

BI-WIRE 

凸回 


デジタル入力 
DTS 96 / 24 DTS-ESAAC 
□□DIGITAL EXddEX 
□□PLnxNE 0 : 6 SFC 


使用ずるフ□ント 
スピーカーを 表示 


情報表示 


周波数単位 


デジタル音声 
の入力信号 
(イ43ぺージ） 
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ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されてい 
ます。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号はドルビーラ 
ボラト U —ズの商標です。 


「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo : 己」おぶび rOTS 9曰/24」は DTS 社 
の商標です。 


HDMI'HDMI ロコ、および High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標または、登録商標 
です。 


本巧表示部 


本巧 


こ 

。ンだ 
すセ。< 
まナず認 
けパま確 
だ r りご 
た卜あを 

SV ち卜 

めヴのィ 
求グもヴ 
: S ンるの 
買ピけ J 
おッだス 
でョたン 
店シいセ 
売のめナ 
販プ求パ 

狀ル亂は 
品グお< 
属下ちし 
付松で詳 
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本巧を面 


デジタル入力端モ 

(->7、13〜17、19ぺージ) 


S 映像端子 

(ィ1已、19ぺージ） 

HDMI 端モ 
(->7、13ぺージ） 


圆 


迴 

化 D レ〕-プ 


VD 孔-，-]! (CD) 

HUTTHHuil' 


サラウンドチ 1" ンネル 


デジタルトランシーバー 


映像端子 

(-> 14、17、19ぺージ） 


スピーカー端モ 
(一9、20、21ぺージ） 
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デジタルトランシーバー端子 
(イ21ぺージ） 


優)®® 


©續®® 
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戀馨 

戀 

戀馨 
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音声端子 コンポーネント端テ 

(ィ14、17〜 （->16、19ぺージ） 

19ぺージ） サブ-バー端モ 
(ィ9ぺージ） 


電源(->9ぺージ） 


U モコン 


アンプの電源ボタン- 


チャンネル入力 
テレビ（一>37ぺージ）- 
DVD レコーダー 
(斗39ぺージ） 

ビデオ（_>40ページ） 
トラックやチャプターを選ぶ 
DVD レコーダー 
(ィ39ぺージ） 

DVD プレーヤー 
(ィ38ぺージ） 

トラックを選ぶ 
CD プレーヤー 
一40ぺージ） 


表示部を暗くずる 
(一29ぺージ） 
サブウー八 一の レベルを 
調整ずる» 29ぺージ) 
サラウンド音声で聞く 
一26〜28ぺージ) 


電源 

夕 




AVg BDWD 
DVD 

CD_H ビデオ H|-H 

—刑ヴ 5 CH 


\mi- 


で图团 
ぶ圓卸 

过吗。凶音量 
廻の陋] 

丹□ブ - tfti - デジタル BS GS 1/2 

曲因因が 

L スキパ」 L ストかづ J 


3脚井ッフ 



，が卜 n - 

1 

厂テレビつ 

四口 

を片 

い1 

□□PLnx レベルエフェクト 

ロロ ロ 

"sC 

1-1 

NE 0:6 ◄ 

ロロ 

► 

の 

入力切巧 

( 1 

广 SFC つ 

唱楽 h ■[映画 • 

-オート 

にス山 1 消音 f 


入カソースの電源を r 入/切」ずる 
入カソースの切り換え 
リモコンの操作モードを 
切り換える（-» 37〜40ぺージ） 

. DVD 才ーディオを6チャンネル 
再生ずる（一>2已ぺージ） 

チャンネル選択 

テレビ（- ► 37ぺージ） 

DVD レコーダー(ィ39ぺージ） 
ビデオ（->40ぺージ） 
音量を調豊(-»13、29ぺージ） 


他の機器の操作 

(一13、37 ~ 40ぺージ） 


-時が)に音を消す(一» 29ぺージ） 

スピーカーの音声出力を巧認する 
(一11ぺージ )/ 

測定マイクを使用して設定ずる 
一22ぺージ)/ 

スピーカーの音量調整をずる 
(->29ぺージ） 


リモコンに巧電池を入れる 

ふたのふちを巧しなげ S 開ける 





©と©を確認！ 
性3お） 

ふたを巧めるとさは、こち6側 
か5巧に入れる 


U モコンの使いかた 

U モコン受信部 



正面で約7 m な内 
(使用範囲は角度に 
ご!\より異なりまず。） 


送信部 


使巧上のお願い 

•受信部と U モコンの間に障害 
物を置かない。 

•受信部に直射曰光やインバー 
ター堂光なの強い光を当てない。 
• 受信部と送信部のほこりにを意。 

本体をラックに入れて使 
用ずる場合 

ラックのガラス扉の厚さや色な 
どによって、 U モコンの動作範 
囲び短くなることびあります。 


まず 


付属品/各部のはた5き 


已 
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かんたんガイド 

I ホームシアターを楽しむための代表的な接続、設定、再生ち法を 
I 説明していまず。 

I 接続するときは、さ機器の電源を切ってください。 

>接続する各機器の説明書ちご覧 < ださい。 

>本機の上には物を載せないでください。 





を 


テレビ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤーを HDMI 接続ずる(ィ 


HDMI 接続で、高画質と高音質び簡単に 
楽しめます。 

HDMI 接続ずるにはテレビと DVD レコーダー (DVD プ 
レーヤ ー) の両方に HDMI 端子が必要でず。 

HDMI 端子びない場合は： 

S 映像端子に接続ずる場合（-»1已ぺージ） 

D 端子（コンポーネント端子）に接続ずる場合 
(-» 16ぺージ） 

S 映像端子、 D 端子(コンポーネント端子)びなぃ場合（-»14ぺージ） 


スピーカーを接続する 【- > 8 ページ) 
スピーカーを 設置、接続します。 


7ページ） 






スピーカーの有無の設定と確認 

スピーカーの有無の設定び、 

自動で簡単にでをます。 

設定後は、テスト信号で、音声出力を確認します。 


【一10ぺージ） 


を 


DVD やテレビを見る一 12 ページ) 
DVD びサラウンドで楽しめます。 


巨 
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HDMI ヶーブル (別売） 

[品番： RP - CDHG 1 日 （1 .日 m )、 RP - CDHGl 已 （1 .己 m )、 

RP - CDH 日2日 (2 .日 m )、 RP - CDHG 3 日 (3 .日 m ) など] 


[〇- 


<IP 


当社製 HDMI ケーブルを推奨します。 


立 

声 


光デジタルケーブル (別売） 

[品ま: RP - CA 吕01 OACl.O m ) など] 


<S- 
角巧 


s> 


別売品の品まは、200己年7月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 


光デジタルケーブルの 
接続ち法 



光デジタルケーブルは、テレビ 
の音声をサラウンドで楽しむ 
場合に必要でず。 

アナ □ グ接続ずる場合は r テレ 
ビの音声をサラウンドで楽し 
む」（-»17ぺージ)を参照し 
て < ださい。 



DVD プレーヤー 


0 

HDMI 

倉 

HDMI 

映像•音寅出力 

映像•音寅出力 


DVD レコーダー (BD レコーダー) 


上記接続のまま、本機の電源を r 切」にずると DVD の音青をテレビのスピーカーか5聞くことげでをまず。 
( スタンバイスルー機能）（深夜などに DVD をお楽しみいただくときに便利な機能でず） 


〇〇 (お知 S せ) 〇〇 

A イデフィニションマルチメディアインターフェイス 

HDMI は High-Definition Multimedia Interface の略でず。 

• 1本のケーブルで映像と音声のデジタル信号が伝送でをます。また、コント□ール信号ち伝送でをます。 

•本機は CPPM &1 に対応していますので、 DVD オーディオのマルチチャンネル音声がデジタル伝送でをます。 

《1 Content Protection for Prerecorded Media の略です。 DVD 才ーディオのファイル〕ピーを防止する著作権保護技術です。 
• 112己日8日がの映像を楽しむ場合は、映像劣化などの防止のため己日 m し i (下の当社製ケーブルをおすすめします。 

《2112己 p(l 日8日が;1/目日秒ごとに112己本の走査線を同時に流すプ□グレッシブ(順次走査)方式です。 

• HDMI 端テとデジタル端テ （斗14 〜 17ページ) の両方を接続している場含、 HDMI の音声信号が優先されます。 


お持ちのテレビと DVD レコーダー、 DVD プレーヤーに HDMI 端子びない場合は… 

S 映像端テに接続ずる場合 

► 

1 已ページの 接続をご覽< ださい。 


かんたんガイドの 「スピーカーを接続 
ずる」（- > 8ぺージ) にお進みくださ 

い。 

D 端テ（コンポーネント端テ）に接続ずる場合 

► 

16ページの 接続をご覽< ださい。 

♦ 

D 端テりンポ-ネン I ' 端テ )、 S M 端テがない場合 

► 

14ページの 接続をご覧 < ださい。 




テレビ、 DVD レコ■ダ -^VD 
プレ-ヤ-を HDMI 接療ずる 


使用するケーブル 


別売品は、販売店でお買いホめいただけます。 

松下グループのシヨッピングサイト「パナセンス」 
でもお買いホめいただけるものもあります。 

詳しくは「パナセンス」のサイトをご確認ください。 


'ana 


ScHse 


http://www.sense.panasonic.co.jp/ 


映像と音声 


かんたんガイド 


テレビ、 DVD レ n — ダ—、 DVD プレ—ヤ—を HDMI 接続ずる 
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スピーカーをお続ずる 


視聴位置から各スピーカー(サフウー八一を除く）を同じ距離に設置するのび理想です。 

同じ距離に設置でをない場合は各スピーカーと視聴位置との距離を測り、 r 距離の設定をずる」（马33ページ) を行5か、または、 「測定 

マイクを使って自動のにスピーカー設定をずる」（马22ぺージ) を行ってください。 

(配置列：センター1本、フ□ント2本、サラウンド2本、サラウンドバック2本(または1本)、サブウー A - 1本） 


センター フ□ント 



己.1チヤンネルソース （ ドルビーデ 
ジタルサラウンド EX 、 DTS - ES ) を 
再生するのに良い配置です。 

2チヤンネルや已 .1 チヤンネルソー 
スでは、ドルビープロロジック nx 、 
NEO : 日 、 SFC を使って、 7.1(6.1) 
チヤンネルび楽しめます。 


フ□ントスピーカー(左、ち） 

テレビの左もに置き、視聴位置で读際に椅子に座るなどして)映像と音声の動きび合うように、位置や角度を調整してください。 

センタースピーカー 

テレビの真上か真下に置を、視聰位置での耳の高さへまっすぐに向けてください。 

設置しない場合は、センターの音声はフロントスピーカーに分配されて出力されます。 


サラウン ドスピーカー(左、ち） 

視聴位置の左ち(横またはやや後ろ）に設置してください。 

設置しない場合は、サラウンドの音声はフロントスピーカーに分配されて出力されます。 

サラウンドバックスピーカー(左、も） 

視聴位置の後ろに、耳の位置より1 m ほど高<設置して<ださい。 

設置しない場合は、サラウンドバックの音声はサラウンドスピーカーまたは、フロントスピーカーに分配されて出力されます。 

ヴブウー J \ 一 

テレビから遠<離れない程度の適当な位置に置いて<ださい。 
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スピーカーコー ドの接続方法 


♦参ぉ尴159參參 

• 左、ちと©、曰をご確認の上正しく接続してくださ 
し、誤った接続をすると故障の原因になりまず。 

• スピーカーコードをショートさせないで<ださ 
し、。回路び破損する恐れびあります。 


スピーカーコード 
の先端の ビニール 
部分は、ねじりな 
びら抜を取ります。 




バナナプラグ怖胁の接続 

スピーカー端テをちに回してしつ 
かり締めつけ、端子の巧にプラグ 
を挿入してください。 
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スピーカーインピーダンス 
さスピーカー: 巨一1色 n 


(£)■ 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接 
続ずるときは、(左)側に接続してくださし、。 


フ□ントス ピーカー 

(も）（左） 


サラウンド スピーカー 

(も）（左） 

サラウンドバック 


本機背面 


スピーカーコード 

(別売） 


© © © © 

V V 


センター 

スピーカー 


■—* *—■ ■—* *—■ 

© © © 0 © © 

V V V 


スピーカー 
(も）庙） 


台 ® 台 © 

V 



モノラルピンコード 

(別売） 


II 


アクティブ 
サブウー八一 
(アンプ内蔵） 


◎ 


電源コード_ 

(付属） 

ご家庭の電源コンセント 
(AC 100 V 、已0/曰0 Hz ) 


電源コードは、他の接続びすべておわってか 
5、最御こコンセントへ接続してください。 

• 電源プラグをコンセントに榜続した-が熊で 約0.7 W の雷力を 
消費しています。長期間使用しないとをは抜いておいてくだ 
さい。 

•電源プラグを巧いてち、本機の各種設定は記憶されます。 


00 〔お知 S せ) 00 

スピーカーを新しく接続し直したときには、必ず r スピーカーの有無の設定と確認」 （ィ 10ぺージ) または r 測定マイクを使って自動の 
にスピーカー設定をずる」 （一 22ぺージ) を行ってください。 


カイド 


スピ—力—を接続ずる 
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スピーカーのちおの設定と確認 

各スピーカーび接続されているかど5か調べ、スピーカーの有無を自動的に設定します。 



一 B 

—巧ブ-巧上-デジタル BS じ。.々 

ESB 1^31 

L スキップ」 L スト,ちづ:」 

09 画 I 菌 

朽イ姻 脱お卢 


雲 


I 


ウ巧- M - 

rHH 因画 

□□ PLnx レベル 17け卜 

ロロ巧 

NE 0：6 _◄ _ 

口日囚 


し 

入川が‘ 

口 


-fjgHlfel 


-才ート 
[テスト1 1—1 



自動で検出する 



2 


本機の電源を入れる 

電源 

を押す •電源を入れると[機能待機]ランプび消好 

します。 

接続した スピーカーの 有無 
を調べる 


スビーカー 


回回を同時に押す 

スピーカーの 自動検出び始まりまず。 



センター、サラウンド、サラウンドバック、 

サブウー/ \一を順に検出していきまず。 

(フ□ントスピーカーは常に接続が r 有になります。) 
検出されたスピーカーの数が表示されます。 
(サブウー A —を除 <) 

接続されているスピーカーが表示されまず。 


自動検出が終了すると、元の表示に戻りまず。 


スピーカー表示： L : フロント(左） C : センター/?:フ□ント（ち） S : サラウンド 
SS : サラウンドバック W : サブウー八一 


検出結果により、警告表示び出ることびあります。 （ WARNING ) 


riirro rniiinirr r him in 

し "L し r' しし …… fL し 1 u い 1 1 u 

5 恥 [, P 削:巧 

ちのサラウンドバックスピーカーは検出でをましたび、左のサラウンド 
バックスピーカーび検出できません。 1 本のみ接続する場合は、左に接 
続してください。 （->9 ぺージ） 

Nil II 1 1 1 1 1 ll>l I'll 1 1 

1 し 11 / U し U1 " しし 1 

1 s / が-, L " 叫-化リ -iVS 

左ちのサラウンドスピーカーび検出でをません。 

サラウンドバックスピーカーを接続するとをは、サラウンドスピーカー 
も接続してください。 

1 IJi 1 i/ 1 1 Ih 11111 1 III ，川 / 11 

1 III 1 1 1 II ll<ll<ll 1 1 1 1II'1 1 1 11 

1 i~ ' or rocoiaTOC 

し j 1 I' j ji し 11 いしい j 

サラウンドスピーカーの左ちどちらかが検出でさません。接続を確認し 
て < ださい。 


〇〇 席知らせ) 〇〇 

•スピーカー、ケーブルなどによっては、うまく検出できない場合びあります。その場合は、手動でスピーカーの設定を行ってください。 

(->33ぺージ） 

• 電源を切ってち、設定は記憶されます。 

•この操作をしない場合は、スピーカー7本とヴブウー八一]本を接続している設定(初期設定)になります。 

•スピーカーを新しく接続し直したときなどには、この操作をしてください。 
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スピーカーの 音を確認ずる 


スピーカ ー A を選ぶ 


スピーカー 


の 


を押し、"凸"を点:！:了させる 


2 


A のみ選巧 A 、 B とち選巧 

スピーカー スピーカー 

„ または〜„ 

Q 口回 

• スピーカー目のみ選択されているときは、 
テスト信号は出力されません。 


3 


テスト信号で音声出力を 
お認する 

—才ート 

同を巧ず 

•フ□ントスピーカーを通苗聞く音量にして 
ぐださい。 

•約2秒間隔で下記の順にテスト信号び出力 
されまず。 

いい R— RS— SBR— SBL— LS— SW \ 

または 

い C— /?— BS— SB — LS— SW 

(サラウンドバックスピーカ ー1 本接続時） 

テスト信号を止める 

11^を押す 


り :： C T 


I 


乂ヒーカーまの 


スピーカー表示： 

L : フロント(左）じセンター R : フロント(ち） 
サラウンド(ち） LS : サラウンド(左） 

5执7:サラウンドバック（ち） S 化:サラウンドバック（左） 
SS サラウンドバック （1 本接続時） SW : サブウー八一 


OO CB 知5せ) 〇〇 

•接続していないスピーカーからは、テスト信号は出力されません。 

•接続したスピーカーからテスト信号び出力されない場合は、もラー度接続を確認してからスピーカーの有無を自動で検出してくださ 

い。（->9、10ぺージ） 

•バイワイヤー接続をしている場合は（一20ぺージ)、[スピーカ ー A ] または[スピーカー田を押して、 " ra " と " ra " を点灯させて 
くたさし、。 スピ—力— 

BI-WIRE 

ra 回 


もっと細かく設定をしたい場合は… 


簡単にいろいろな設定を自動でしたい 

+ 日 A 

ma 


自分好みに設定したい場合 


付属の測定マイクを使5と、スピーカーの距離、極性、サイズ、ほ域フィルター、周波数 
特性、レベルの補正び自動で設定できます。（ィ ■ 22 ぺージ） 


r スピーカーの音量調整をずる」（- ► 29ぺージ） 
r スピーカーの有無とサイズを設定ずる」（斗33ぺージ） 
r 距離の設定をずる」（一33ぺージ） 
r ほ域フイルターの設定をする」（-> 33ぺージ） 


かんたんガイド スピ—力—の有無の設定と確認 
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DVD やテレビを見る 


入力切巧 スビーカー 



□ 


音量 



テレビの電源を入れ、本機を接続した入力 （[ HDMI ] など）に切り換える。 


2 

3 


本機の電源を入れる 


電源 


出/1 


を押す 


[サラウンド]ランプび点なしまず。（巧期設定） 

スピーカ ーA を選ぶ 


I 電源を入れると[機能待機]ランプび消灯 
しふ9 〇 


スピーカー 


回を押し、" ra " を点打させる 

[入力切換]で" BD / DVR "、 
"DW" または" TV" を選ぶ 


スピーカー 


入力切》 

〇 


を回ず 


• 再をしたい機器と違ラ名前の端子に接続した 
場合は、端子名のちを選んで < ださい。 

DVD を再生する 

またはテレビのチヤンネルを還ぶ 

• HDMI 接続で通信中は、 [ HDMI ] ランプび点な 
し 〇 


5 音量を調整する 

却 


〇 


を回ず 


則/靴打 


〇〇 巧知 S せつ 〇〇 

1」モコンでも、入力を切り換えることびでをま 

す。（斗 已ぺージ） 


’己1_ -- 日日則 


音量の範囲： 

—— dB (最小）， -79 dB 〜〇 C ® (最大） 


再生を楽しんだをは 

音量を下げてから[由/1電源]を押し、電源を切ってください。 


〇〇 巧知 S せ) 〇〇 

[サラウンド]を押すたびに、ステレオ再生とサラウンド再生び切り換わ D ます。 
(ステレオ再生時は、[サラウン円ランプび消灯しています。） 


CD など、他の機器を再生する場合は… 

24ページをご覧ください。 

12 


RQT8744 

















































ビエラ 


リンク 


コント□—ル 


VIERA Link (HDAVI Control ™) を巧う 


ビエラリンク コント□-ル 

VIERA Link (HDAVI Control ) とは 

VIERA Link (HDAVI Control ) 機能に対応した当社製テレビ (\/ IERA )、 DVD レ〕ーダーのに A ) を HDMI ケーブルで接続することにより、 
テレビや DVD レコーダーとの連動操作び巧能になる便利な機能でず。さ機器の詳しい操作については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


1. 本機と VIERA Link 機能に対応したテレビ ( VIERA )、 DVD レ 
コーダー ( D に A ) を HDMI ケーブルで接続ずる。 

(当社製 HDMI ケーブルを推奨しまず。 HDMI 規格に準拠して 
いないケーブルでは動作しません。） 

2. テレビ ( VIERA ) のメニユー操作で VIERA Link 連動機能を働 
かせる設定にする。 

3. 接続した機器を正しく認識させるために、下記の操作をしてくださし、。 
① ずべての機器の電竭を入れる。 

③ 一度、テレビ ( VIERA ) の電源を r 切/入」ずる。 

③ " BD / DVR " に入力を切り換えて、画像げ正しく映るか確認 
ずる。 

(接続や設定を変更した場合にも、この操作をしてください。） 



_ 光デジタルケーブルは、テレビの音声をサラウン 
I ドで楽しむ場合に必要でず。 



1^1 i 5 l で1! v | 
团面，,。迸 
誦皿賴 


音量 


しスキッラ, 


しス□-后 

ur — 


ドライフ卿 巧巧が 

1^1 


ホームシ ア ターを ワンタッチ操作で楽しむ 


リモコンを DVD レコーダー ( DIGA ) に向けて 
を巧す 

ボタンを押すだけで、し U 下の動作び自動で始まります。 

1. DVD レコーダーの電源び「入」になり、違おされてしぶドライブ ( HDD / DVD など)から再生び始まります。 

2 .テレビの電源び「入」になり、テレビの入力び切り換わります。 

3. 本機の電源び「入」になり、入カソースび " SO の W ? ’’に切り換わつた後、サラウンド再生び始まります。 


音量を調舊ずる場合 e * 


を押す。 


再生中は、テレビ ( VIERA ) の U モコンでも音量調整びでをます。 

(音量を調整すると、テレビ画面に本機の音量を調整中であることび表示されます。） 

DVD や録画したテレビ番組の始まりび途切れるよラな場合には、 [ h « スキップ]を押して、始めか 
ら再生してください。 


OO C お知 S せ) 〇〇 _ 

•本機の電源を「切」にすると、音声は自動的にテレビ (V ち RA ). のスピーカーか5出力さむます。 

また、本機の電源を r 入」にすると、 DVD レコーダー(□に A ) の音声は、テレビ ( VIERA ) のスピーカーから出なくなり、本機と接続し 
たスピーカーから出るよラになります。_ 

•本機の電源び r 切」のとき、テレビ ( VIERA ) で音声を AV アンプから出力する設定にすると、本機の電源び r 入」になり、本機と接続した 
スピーカーかさ音び出るようになります。 

•テレビ ( VIERA ) の電源を r 切」にすると、本磯の電源も「观になります(本機の入力切換を" CD " にしている場合は除く）。 

• DVD レコーダーを再生すると、本機の入力切換び自動で" SD / DW " に切り換わ D ます。 

• 日巧像が音声よりち遅れている場合には、 r 映像と音声を合わせる」（- » 36ぺージ) で設定を" OAT にしてください。 

• VIERA Link を使用しない設定にする場合は3已ぺージをご覧ください。 

テレビか S の音声を楽しむ場合 

チヤンネル選択などテレビの操作 （- » 37ページ) を行ラと、本機の入力切換び" 7 V " に切り換わります。 


HDAVI Control ™ は商標です。 


かんたんガイド 


VIERA Link (HDAVI con 
DVD やテレビを見る 


〇 I ) を使ラ 
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接続する 


接続ずるとをは、各機器の電源を切ってください。 
接続する各機器の説明書ちご覧ください。 
本機の上には物を載せないでください。 


映像•音声端子に接続する場合(テレビ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ) 


使用ずるケーブル 


^ ビデオコード 刷売）協ま: RP - CVP 0 G 10(1.0 m ) など] 


像 




光デジタルケーブル (別売） 

[品ま: RP - CA 201 0 A (1'0 m ) など] 


同卽デジタルケーブル (市販） 


ステレオピンコード (別売） 

[品番: RP - CAP 3 G 1 0(1.0 m ) など] 


0- 1 H > 

ち形 


=OD=iniS 


/ <ini=nf > 


(左)白 
(ち)赤 


別売品の品番は、200己年7月現在のちのです。品まは変更されることびあ D ます。 


デジタル入力端子の設定は接 
続ずる機器に応じて変更でさ 
まず。 

例えば、 DVD プレーヤーに光出 
力しかない場合でち 「デジタル 
入力端テを変更ずる」（->3已 
ページ) で光1や光2に変更す 
ることで、 DVD プレーヤーを接 
続でをます。 


テレビ 



テレビの音声をサラウンドで楽しむに 
は、さらに 17 ページの r テレビの音声 
をサラウンドで楽しむ」 の接続をして 

<ださい。 



本機背面 


光デジタルケーブルの 
接続ち法 



お状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急なち度に 
巧り曲げないでくださ 
し、。 


圖 

If レの 

圓 

(の/ 

CWD レ3-夕一 

巧動 

:扣のフレー f - 

it 

ffl ..... ， 

デジタル ドラン L 

■ ll 



DVD プレーヤー 


DVD レコーダー 
(BD レコーダー) 


ビデオデッキ 


〇〇 巧知 S せつ 〇〇 

• 入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

• BS デジタルチューナーや CS チューナーなどを接続する場合は、19ページをご覽ください。 
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参テレビの音声をサラウンドで楽 
しむには、さらに17ページの 

「テレビの音声をサラウンドで 
楽しむ」 の接続をしてください。 


準 

備 


別売品の品まは、200己年7月現在のものです。品まは変更されることびあります。 


テレビ 




お状を合わせ 


ケーブルを急な角度に 
折り曲げないでくださ 
し、。 


m 


Y 


J 6 


6 直 

® 戀 


戀 圆 

デジタル S 映像 


S 映像 デジタル 

音声出力出力 
洞軸） 


出力 音声出力 

(光） 


V 


DVD プレーヤー 


DVD レコーダー 
(BD レコーダー) 


OO C お知 S せ) 〇〇 

• 入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

• BS デジタルチューナーや CS チューナーなどを接続する場合は、19ページをご覧ください。 


デジタル入力端子の設定は接 
続ずる機器に応じて変更でを 
まず。 

例えば、 DVD プレーヤーに光出 
力しかない場合でち 「デジタル 
入力端子を変更ずる」（斗3已 
ページ) で光1や光2に変更す 
ることで、 DVD プレーヤーを接 
続でをます。 

\_ _ J 


別売品は、販売店でお買いずめいただけます。 

松下グループのショッピングサイト「パナセンス」 

でもお買い求めいただけるちのもあります。 

詳しくは「パナセンス」のヴイトをご確認ください。 http :// www . sense . panasonic . co . jp / 


映像•音声端子に接続する場合(テレビ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤ ー) 


使用ずるケーブル 



S 映像コード (別売） 


光デジタルケーブル (別売） 

同軸デジタルケーブル (市販） 

映 

[品番: RP - CVS 0 G 10(1.0 m ) など] 

立 

協蚕; RP - CA 20 lOACl.O m ) など] 


像 


声 




ち形 





接続ずる 



已 
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接続する (つづを) 


接続ずるとをは、各機器の電源を切ってください。 
接続する各機器の説明書ちご覧ください。 
本機の上には物を載せないでください。 


D 端子(コンポーネント端子)•音声端子に接続する場合(テレビ、 DVD レコーダー) 


□ 端子(コンポーネント映像端テ)は S 映像端子 （- » 1已ページ) よりちを実に色を再現でをます。 

使用するケーブル 



D 端テピンケーブル （別売） 

コンポーネント映像コード (別売） 


光デジタルケーブル (別売） 

映 

協蚕: RP-CVCDG 15(1.5 m ) など] 

協蚕: RP-CVPCG 10(1.0 m ) など] 


協蚕: RP - CA 20 lOAd.O m ) など] 

像 

TT-Tk 

^ Unnnw fCU iii 卜 

き 


、皿 inJJI p 

iH [yiMTTlJ 、》 111111 ]] III b 


ち巧 


別売品の品まは、200己年7月現在のちのです。品まは変更されることびあります。 


テレビ 



DVD レコーダー 
( BD レコーダー) 


コンポーネント映像端子について 

•コンポーネント映像端子(色差映像端子)は、赤 ( Pr / Cr )、 青 ( Pb / Cb )、 輝度 ( Y ) 信号びそれぞれ独立して出力されるため、 
色をよりを実に再現します。本機のコンポーネント映像端子は Y 、 Pb 、 Pr または Y 、 Cb 、 Cr のコンポーネント映像に対応 
しています。 


〇〇 巧知 S せつ 00 

• 入力された映像信号は同じタイプの出力端子からしか出力されません。 

• BS デジタルチューナーや CS チューナーなどを接続する場合は、19ページをご覽ください。 
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園 

_ (テレビ） 

M3M 


デジタル入力端テの設定 
は接続ずる機器に応じて変更 
できまず。（一3已ぺージ） 


ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを接続ずる 



光デジタルケーブルの 
接続ち法 



お状を合わせ 
て差し込む 

ケーブルを急なち度に 
折り曲げないでくださ 
し、。 


DVD 専用出力端子 


園 

# : 

i #(§) 

優) 

デジタル 

映像； 

k も)(左） 

映像 

音声出力 

出力 i 

;音声出力 

出力 

(光） 





VHS, DVD 出力端子 


ビデオデッキー体型 

DVD レコーダー 

>再生については24ページ 
をご覽ください。 


別売品は、販売店でお買いホめいただけます。 

松下グループのシヨッピングサイト「パナセンス」 

でちお買いホめいただけるものもあります。 

詳しくは「パナセンス」のヴイトをご確認ください。 http :// www . sense . panasonic . co . jp / 


その他の接続 


使用するケーブル 



ビデオコード (別売） 


光デジタルケーブル (別売） 

ステレオピンコード (別売） 

映 

[品番: RP - CVP 0 G 10(1.0 m ) など] 


[品番: RP - CA 20 lOAd.O m ) など] 

[品番: RP - CAP 3 G 10(1.0 m ) など] 




<〇- [□> 

^— irtnnK > incfl —1=(と白 

像 


声 

ちお 

e ^ llimniii / ち J 赤 


別売品の品まは、2006年7月現在のものです。品まは変更されることびあります。 


テレビの音声をヴラウンドで楽しむ 

14-1巨ぺージの接続に、さ S に追加して接続しまず。 

•お持ちの機器やお好みに合わせて、デジタル音声出力(光)またはアナログ音声出力のいずれかに接続してください。 

•光デジタルケーブルは、テレビにデジタル出力端子びある場合に接続してください。 BS デジタルチューナーなどを内蔵している場合 
は、本機で AAC (- >43ぺージ) の音声を楽しめます。 


準 

備 


本機背面 


デジタル 
音声出力 


音声出力 

(光） 

(も）（左） 

圖 

優)優） 

J 

り 



テレビ 



接続ずる(つづま 
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接続する (つづを) 


接続ずるとをは、各機器の電源を切ってください。 
接続する各機器の説明書ちご覧ください。 
本機の上には物を載せないでください。 


その他の接続(つヴを) 


使用ずるケーブル 


映 

像 

ビデオコード(別売） 

協蚕: RP - CVP 0 G 10(1.0 m ) など] 

S 映像コード(別売） 

[品番: RP - CVS 日白1日 （1 .日 m ) など] 

D 端子ピンケーブル（別売） 

協蚕: RP - CVCD 白1己 （ 1.己 m ) など] 



^ dnyi り 


光デジタルケーブル(別売） 

同卽デジタルケーブル(市販） 

ステレオピンコード(別売） 


協番: RP - CA 20 lOAd.O m ) など] 


[品番; RP - CAP 吕白 10(1.0 m ) など] 




= nn = ini >\ / fliii = iT ~)= 左)白 

声 

ちお 


心" if — =(も)赤 


別売品の品まは、200己年7月現在のちのです。品番は変更されることびあります。 


をナ□グ音声を楽しむ 


お持ちの機器やお好みに合わせて、アナログ接続をしてください。映像コードの接続については14〜1己ページをご覧ください。 

本機背面 



DVD オーディオの高音質なアナ□グ音声を楽しむ (DVD アナ□グ巨 CH 接続) 



のザ 

参 

## 



了 

馨 

## 

戀 

戀禱 


(§)(' 


本機背面 

©禱 


)(§)## 


, 翊 

L ん 7 ]- 


in (I (I 


DVD レコーダー 
(BD レコーダー) 

または DVD プレーャー 


優）獲） (§)(§) 優)優） 

サブセンター(ち)(左）（ち)(左） 
ウ ーA- フ□ントサラウンド 


再生については2已ページ 
をご覧ください。 
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別売品は、販売店でお買いずめいただけます。 

松下グループのショッピングサイト「パナセンス」 
でもお買い求めいただけるちのもあります。 

詳し<は「パナセンス」のサイトをご確認ください。 


Pawa >ewse 


http :// www . sense . panasomc . co . jp / 


BS デジタルチューナーや cs チューナーなどを接続する 


お持ちの機器やお好みに合わせて、デジタル音声出力（光）またはアナ□グ音声出力のいずれかに接続してください。 



CD プレーヤーを接続する 


お持ちの機器やお好みに合わせて、デジタル音声出力(同軸）またはアナログ音声出力のいずれかに接続してください。 

CD プレーャー 


をジタル入力端テの設定は接! 
続ずる機器に応じて変更でを 
まず。（一>3已ぺージ） 


本機背面 






©□HH 

■ il ; も ■ 


Mpmi 




馨戀 m 禱戀禱戀 I 


、\ • r "3 "K I 一 




◎1©©® 


HI 


中®禱隣-輯馨扉戀 I 禱禱 

[ I JK - 卜ゎふ U . : . 

r 、 TwSi - V flus. w#?r|- V iws' .。口 I r r . ― ‘ —- I 




デジタ J レ 

-^>°>=^©音芦出力洞卽) 


變祗音寅出力 


ビデオカメラやゲーム機などを接続する 


-時的に接続したし、場合に便利です。 


(§)■ 


I テレビと接続した映像ケーブルと同系統のケーブルを1つ選んで接続して<ださい。 
I テレビとの接続については、14〜1目ページをご覧ください。 



© S 映像出力 
- mm =- ^映像出力 

優)（左)音青 
ん™® ■= 優)（も)出力 


ビデオカメラ 

など 


準備 


接続ずる (つづま 
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接続する (つづを) 


その他の スピーカーの 接続 


スピーカーを接続する_ 

• お持ちの数に合わせてスピーカーを設置、接続するには8、9ページをご覧ください。 


バイワイヤー対応のスピーカーを接続する 

バイワイヤー対応のスピーカーとは、高周波域とほ周波域で独立した接続端テびあるスピーカーのことでず。 

•ノ（イワイヤー接続すると、高周波域と低周波域で相互干渉びなくなり、高音質な再生び楽しめます。 

. HF は高周波域丄 F はな周波域のことです。 

•フ□ントスピーカーをバイワイヤー接続した場合、必ず下記の r バイワイヤー接続の設定をずる」 をしてください。この設定をしない 
と、適切に音声び出力されません。 



LF 



HF 



左フ□ント 
スピーカー 
惟耐 


LF 


スピーカーインピーダンス 


K イヮィャー 

BI-WIRE： 


臣〜1色 n 





スピーカーコード (別売) 


〇〇 巧知 S せ) 〇〇 

• 必ず HF をフロント B 端テ側、 LF をフロント A 端子側に接続してください。 

•アナログ音声や2チャンネルの PCM 信号を2チャンネル再生させると、高周波域とほ周波域で別々のアンプを使ラ、より明瞭で高音 
質なバイアンプステレオサウンドを楽しむことびでをます。 （一2已ページ） 


) V ’イワイヤー接続の設定をずる 


入力切巧 




1[-メニュ ー/— 初期設定、房る]を 
約2巧巧押したままにする 


2が ぶ1--。1只だを選び、巧定 

3 を選び、巧定 


化 S : バイワイヤースピーカーを使用する 
A /0: バイワイヤースピーカーを使用しない 
初期設定： A /0 

4 み : Ifr を選び、ミ夫定 


〇〇 巧知 S せ) 〇〇 

さらに細かい設定をするときは、 r バイアンプの設定をずる」（->34ぺージ) をご覧ください。 
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> 接続ずるとをは、各機器の電源を切ってください。 
• 接続する各機器の説明書ちご覧<ださい。 
•本機の上には物を載せないで < ださい。 



2組目のフ□ントスピーカーを接続する 

他の部屋に2組目のスピーカーを設置して、音楽を楽しみたいときなどに使用します。 



スピーカーインピーダンス スピーカーコード (別売) 

フ□ント A と B : 6~16 n 
フ□ント B : 6~16 n 


〇〇 な'知5せ) 〇〇 

•フロント B スピーカーには r 測定マイクを使って自動のにスピーカー設定をずる」（->22ぺージ) は使用でさません。 

• フ□ント B 端子に接続したスピーカーで音声を楽しむとさは、スピーカ ー B を選択してください。 （->2已ぺージ） 

•スピーカ ー B のみ選択すると、2チャ；/ネルの再生になります。サラウンドソースを再生すると、2チャンネルに集約して、左ちフロン 
トスピー カーから 出力されます。 （2CH MIX) 


SH - FX 60 でサラウンドスピーカーをワイヤレスにする 


本機では、当社製 SH - FX 己0(デジタルトランシーバーとワイヤレスシステムのセツト:別売)を使用して、左ちサラウンドスピーカー 
をワイヤレスで楽しめます。 

本機のデジタルトランシーバー端子にデジタルトランシーバーを差し込み、サラウンドスピーカーを SH - FX 60 ワイヤレスシステム 
に接続します。詳しくは、 SH - FX 已〇の取扱説明書をご覧ください。 

本機背面 



[ワイヤレスオプション] [サラウンド] 

ランプ ランプ 



デジタルトランシーバーび挿入されているとさは[ワイヤレスオ 
プシ ヨン] ランプび点なします。 

ただし、点灯せず、消灯または点滅する場合びあります。(下記） 

消口’ 

• [サラウンド]ランプび消なしているとを 

•サラウンドスピーカーを" A / OA / E "の設定にしているとを 

(一33ぺージ） 

点滅： 

•電波び途切れているとき （ SH - FX 已〇の電源び切れているとを） 


準 

備 


接 

続 

ず 

る 

二） 

づ 

さ 


〇〇 巧知 S せ) 〇〇 

•サラウンドスピーカーをワイヤレスにした場合の音声出力は、じ I 下のよラになります。 

■最大で、已 .1 チャンネル再生になります。サラウンドバックスピーカーは使用でをません。サラウンドバックの音声は左ちヴラウ 
ンドスピーカーに分配されて出力されます。 

■本機の左ちサラウンド端テからは、音声は出力されません。（[ワイヤレスオプション]ランプび点滅時ち出力されません。） 

• デジタルトランシーバーを抜き差しするときは、必ず本機の電源を切ってください。 

•スピーカーの有無の自動検出をすると （一 • 10ページ) 、サラウンドスピーカーび接続されている設定にな D ます。 

付属の測定マイクで自動的にスピーカーの設定をずる場合 

先にデジタルトランシーバーを差し込んでください。設定後に差し込むと、設定び無効になります。 

また、差し込んだ状態で設定したとをは、デジタルトランシーノ（一を抜くと、設定び無効になります。 
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測定 7 イクを ffio て自 UW にスピ-力-關をする 


付属の測定マイクを使って視聴位置までの距離、接続したスピーカーの極性やサイズなどを測定し、補正します。 

設定中はなるベ < 音を立てないようにして < ださい。話しをやエアコンの音、風の音などでエラーや誤った設定となる場 

合があります。また測を中は大きなテスト音が化ます。小さなお子様は部居に入らないよう、ご配慮 < ださい。 


準備 


•テレビは消音してください。 

•サブウー A —を接続している場合は、必ず電 
源が「入」になっていることをお認してくださ 
い。（サブウー A —によっては自動のに電源げ 
切れている場合びありまず。） 

サブウー/\一の音量は通常使ラ設定にしてく 
ださい。 




^途中で中止ずる場合 

[-才ート、テスト]を 
押して < ださい。 


1 

2 

3 

4 

5 


6 


本機の電源を入れる 

電源 

。^を押す 

•電源を入れると[機能待機]ランプび消なします。 


スピーカ ー A を選ぶ 

み体の 

[ fp - を押し、"凸"を点灯させる 



測定マイクを端子に接続する 


測定マイクを設置する 

•ま定させるためにでをるだけ平らな面に設置して 
ください。 

例：視聰位置と同じ高さの水平な台やソファの背 
ちたれの上など 

• 視聴位置と高さを合わせて<ださい。 

•最良な結果を得るには、カメラなどの=脚を使用してください。 


設定を開始する 

[ij モコンの 

を約2秒間巧したままにずる 



-[自動スピーカー設定]ランプび点滅します。 

• 終了すると" COMPLETE び表示され、担動スピーカー設赶ランプび点灯します。 

• 終了までの時間は、已 . 1チヤンネルのシステムで約3分です。 

•設定中に他の操作をすると、設定び中止になります。 

• ‘‘ COMPLE 忙"表示後に他の操作をすると、通常動作に戻ります。ただし、設定は記憶されます。 


設定を終了する 

リモコンの 

iMl を押す 

• 一瞬、電源び r 切/入」して完了します。 

• 操作を終えたら、測定マイクを取りかしてください。 


OO CB 知5せ) 〇〇 

•測定マイクは謝こ弱い性質を持っています。直接日光を当てたり、本機の上に置かないようにしてください。 

• 電源を切ってち、設定は記憶されます。 

• 測定マイク端子は、測定マイク専用です。カラオケ用マイクなどを接続しないで < ださい。 

•自動スピーカー設定をくり返し行うと、音量び非割こ上びる場合びあります。自動スピーカー設定を動作させた後は、音量をお語してか5再生してくださし、。 

スピーカーの種類や部屋の環境、設置状態により、同じスピーカーを接続していても、スピーカーのサイズやお域フイルターの設定 
などの判定げ一致しない場合や実際のスピーカー単体での特性とは異なる判定を行ラ場合がありまず。 

スピーカーからの音びおかしく感じられる場合には下記設定内容を確認し、望みの設定に手動で変更してください。 

• r スピーカーの有無とサイズを設定ずる J、r 距離の設定をずる J、r ほ域フイルターの設定をずる J (一 33ぺージ） 
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自動スピーカー設定では L ソ下の設定が自動ででをます。 

STEP 1 距離 (0/ S 7 V \ WC £) :視聰位置からさスピーカーまでの距離を測定し、視聴位置に届く音の遅延時間を補正します。 

最大 I 已 m まで補正します。 

極性 (户 OLAR / TT ) :各スピーカーの極性を調べ、間違っている場合は正しく補正します。 

極性を自動補正したくなし應合は r 自動スピーカー設定を変更する」 の r 極性を自動補正しない設定に 
ずる」（一 34 ぺージ) で" CHECK NO” に設定してから操作を開始してください。 

STEP 2 周波数特性補正 ( S / ZE / 円? EOUEA / CV ) :スピーカーの特性(サイズやほ域フィルターの設定)を含め、部屋の音響特性を測 

定し、補正します。 

STEP 3 レベル(化化 L ): 各スピーカーの音量出カレベルを調べ、調整します。 


エラーメッセージが 出た場合は" 


(下のエラーメッセージび表示された場合は、トオート、テスト]を押して一度終了し、再度設定をやり直してください。 


表示 

原因 

対策 

广 r けけ 1 厂广 T MT 厂 
ししり 4 い 1C し 1 1(_1 し 

測定マイクび接続されていません。 

測定マイクを正しく接続してください。 

川 -1 c T r M 01 

1 >1 LI 」リ _ り…し 

測定マイクびテスト音を検出でさません。 

測定マイクが正し < 設置されているか確認して < 
ださい。 

H n T 广ぃ 

1 >1 IJ 1 J 1 

騒音び大をすざて測定でさません。 

静かな時間帯に再度行ってください。 

エアコンなど、騒音を発する機器の電源を切ってください。 

带 f] 站阳旭 [即邮 

スピーカーまでの距離が遠すぎる。または、原因の 
特定でをないエラーが発生しました。 

スピーカーの設置場所を確認して < ださい。また、 
再度、測定をやり直してください。 

厂。广厂い r n M M r r t t d m 

1 III 1 1' 1 1 II'll <11 1 1 1 MM 

巧弓—が引す「化げ 

ちのサラウンドバックスピーカーは検出でさまし 
たが、左のサラウンドバックスピーカーが検出で 
さません。 

1 本のみ接続する場合は、左に接続してください。 

左側のサラウンドバックスピーカーの接続を確認 
して < ださい。 

H 厂厂で Til riiHurr i 

い 1 しし -U / LI し ui" し 1 

1 广 < 广 1 广广 r り —n い广〇广 

1 1 -irri.in r" ] 

サラウンドバックスピーカーび検出されましたび、 
左ちのサラウンドスピーカーび検出でをません。 

サラウンドバックスピーカーを接続するとをは、 
サラウンドスピーカーも接続してください。 

广 1 irr h r r け ih 厂广 t toh 厂 

1 i"n"i (■' II り… irj 1 / j (1 '1 "( 

in 1 「 1 ’’巧 w 印 i : 「巧 

サラウンドスピーカーの左ちどちらか、または両 
方が検出でをません。 

接続を確認して < ださい。 

广 M 广广い广 r け iM 厂广 T rn/i/r 

1 1 in 1 1II<11 iii"i 1 川 ,"" 1 

in 1 厂 n 厂厂ル厂 n 厂 

… 1 ' f-If rnr< ri . り 

フ□ントスピーカーの左ちどちらか、または両方 
が検出でをません D 

接続を確認して < ださい。 

1 riij [1 机‘抑 

スピーカーから出る計測音びルさいため、正しく 
マイクで測定でをません。 

マイクの設置場所を変更してください。(高さやち向など） 

スピーカーのまわりに、計測音をさえざるよラな 
障害物びないか確認してください。 

サブウー八一の音量を通常使う設定にしてくださし、。 


〇〇 (お知らせ ) 00 

•スピーカーの自動検出のみ行ラことちでさます 。（斗 10 ページ） 
•スピーカーの配置や方向などの条件によ0、正し < 設定されな 
い場合びあります。 

•ほ域フィルターの設定は、サイズを SMALL と判定したスピー 
力一で、 1 まほい周波数まで出せるスピーカーの周波数に設定 
されます。 

•ちちのスピーカーのサイズび違ラ場合は両ちとち SMALL に設定さ 
れます。 

•サラウンドス ピーカーと サラウンドノ（ックス ピーカーの サイズ 
び違ラ場合は、すべて SMALL に設定されます。 

•サブウー八一を接続せずに自動スピーカー設定を実行ずると、左ちフ 
□ントスピーカーのサイズび SMALL でを、 LARGE に設定されます。 
•サブウー八一では、接続の有無の設定およびレベル調整びでを 
ます。 

• r バイワイヤー接続の設定をする」（一20ぺージ) で" 化 S " に 

設定している場合、左ちフロントスピーカーの極性の検出と補 
正はされません。 

• 自動スピーカー設定動作中は 、 VIERA Link 機能 （- » 13 ぺ一 
ジ) は働をません。 

• 消音中 （- » 29 ページ) は、自動スピーカー設定機能は使用でを 
ません。 


• 距離び 1 已 m の範囲を超えた場合は、 1 已 m として設定され、 r 距 

離の設定をずる」（斗33ぺージ) で" 0化/?" と表示されます。 
•極性を自動補正したスピーカーには r 距離の設定をずる」（ィ 
33ぺージ) で" L 3.0 のように"一"び表示されます。 

• 自動スピーカー設定後、 r スピーカーの有無の設定と確認」（一»10 
ページ) をすると、自動スピーカー設定は無効になります。 

設定を、[自動スピーカー設定]ランプが消えている場合 

各種設定の変更などによ0、自動スピーカー設定び無効に 
なっています。 

スピーカーの サイズについて 

• LARGE (ラージ)： 20 Hz までのな音域び十分に再生でをるス 
ヒーカー 

• SMALL (スモール)： LARGE の条件に満たないスピーカー 

•お好みにより r スピーカーの有無とサイズを設定ずる」（-» 33 
ページ) で自動設定されたスピーカーサイズを変更でをます。 

ほ域フィルターについて 

スピーカーび SMALL の場合は、化音域を十分に再生でをません。 
再生でをる周波数に応じて低域フィルターの周波数を設定し、不 
足しているな音域をサフウー八一に出力させます。 


準備 


測定マイクを使つて自動的にスピ—力—設定をずる 
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再生する 



音量 



電源 

A 誦 



mxh 

口陋 _ 

-m 

m 呈)ぷ问 


基本の再生 


2 


3 


本機の電源を入れる 

] を巧す 


電源 


由/1 


[サラウンド]ランプび点なしまず。（初期設思 

スピーカ ー A を選ぶ 


スピーカー 


の 


を押し、"凸"を点口させる 


•電源を入れると[機能待機]ランプび消えます。 

〇〇 〔お 知 S せ) 〇〇 

巧めて再生ずる場合やスピーカーの数を変更した場合は、必ずスピー 
力一の有無を検出してください。（一10、22ぺージ） 

スピーカー B を使用ずる場合 

スピ-力- [スピーカ ー B ] を押す。 （^2 已ぺージ） 


が/ レ r ワイヤー接続の場合(-»20ぺージ） 

[ スピーカ ーA] または [ スピーカ ーB] 

を押して、 " 凸 " と"回’’を点なさせる。 


スピーカー 
BI-WIRE 


バイアンプステレオサウンドを楽しむ場合 
(一2已ぺージ） 


入力を切り換える 


•再生したい機器と違ラ名前の端子に接続した 
場合は、端子名のちを選んで < ださい。 


を回ず 


ビデオデッキー体型 DVD レコーダーの 
場合（-> 17ぺージ） 

•DVD を楽しむとき：" SD / DW " に合わせる 
• ビデオを楽しむとを：" WR " に合わせる 


ぶ]?/ぶぶ 


(初期設定） 



CD — TV ^ DVD ^ BD / DVR-^VCR (ビデオ ） —AWf (夕1•部入力） 

t _I 

• BD/DVR ( BD / DVD レコーダー；)の場合、表示後に BD RECORDER / 
DVD RECORDER と一度表示び流れます。 

• U モコンでち、入力の切り換えびでをます。 （- » 已ページ） 


本機と接続した機器を 
再生する 


ステレオ再生とサラウンド再生を 
切り換える場合 

[サラウンド]を押す。 


5 音量を調整する 

却 

〇 


を回す 


再生を楽しんだをは 

音量を下げてから[由/1電翻を押し、電源を切ってください。 


h 111 

rn in 

卜 U し 

jijijii 


音量の範囲： 

—— d が最ル ）， -79 dB ' 


り d か 最大） 


本機で再生できるデジタル信号: AAC 、 ドルビーデジタル（ドルビーデジタルサラウンド EX を含む)、 DTS(DTS-ES、DTS 9 目/ 24 を含む)、 PCM ( 一 43 ページ） 


0 O C ぉ知诚 〇〇 

•[サラウンド]の r 入/畑は、入力切り換えごとに記憶されます。 
• ドルビーデジタルや DTS などのサラウンドソースび入力された時 
は、[サラウン円を「切」にしていても、常に「入」になります。 

• サラウンドソースを再生中に[サラウンド]を「切」にすると、2チャ 
ンネルミックス (2 CH MIX ) になります。 (DVD 才ーディオのダウ 
ン5ックス禁止ソースを除く） 

2チャンネル5ックスは電源を r 切」にしたり、入力を切り換え 
24たりした場合、解除されます。 


• ヴンプ U ング周波数び 9 己 kHz よりち大をな入力信号の場合は、 
[サラウンド]は自動的に r 切」にな0ます。 

•デジタル信号び入ってをたとをや、入カソースび切り換わった 
ときは、ソースのチヤンネル数び表示部に出ます。（ソースに 
よっては表示されないこともあります。） 

-1/r'i I —— サブゥ - ハ - 

I -サラウンド、サラウンドバックのチヤンネル数 

-フロント、センターのチヤンネル数 
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2 チヤンネルア 
ナ□グ音声を高 
音質で楽しむ 


サンプリング周波数び192 kHz で2チャンネルソースの DVD 才ーディオを高音質な 
ステレオサウンドで楽しめまず。 

1 "DVD 6 CH " を解除ずる。（-»上言己） 

2 r 入力信号の設定をずる J で、入力信号をアナ□グに 
固定ずる。（一>3已ぺージ） 


再 

生 

ず 

る 


OC X お知 S せ) 〇〇 

スピーカ ー B について 

• スピーカー B のみを使用した場合は、2チヤンネルの再生になります。 
•スピーカー B のみ選択している場合に、入力びサラウンドソー 
スであれば、 "2 CH MIX " び表示されます。 

• DVD アナ□グ巨 CH 接続をしているときは、フ□ント2チヤンネ 
ルの音声び出力されます。 

•スピーカー B のみ選択している場合、 r スピーカーの有無とサイ 
ズを設定ずる」（- > 33ページ) の設定に関わらず、しツ下の動作 
状態に固定されます。 

スピーカーのサイズ： '' LARGE '" (ラージ） 

サブウー八一: " N 0" (無し）（ほ域成分はフロントスピーカーか 
ら出力されます） 

• 自動スピーカー設定(一» 22、23ぺージ)での設定は無効になります。 

アドバンスドデュアルアンプについて（-^43ぺージ） 

•使用されていないアンプを利用して、1つのスピーカーを2個の 
アンプで駆動する機能です。通常の再生よりち明瞭で高音質な 
サウンドび楽しめます。さらにステレオ再生の場合は、3個のア 
ンプで駆動する卜 U プルアンプになります。 

ステレオ再生：フ□ント、サラウンド、サラウンドバック用のア 
ンプを使って、フ□ントスピーカーを駆動しま 
す。（卜 U プルアンプモード） 

已 .1 チヤンネル再生：フロント、サラウンドバック用のアンプ 
を使って、フロントスピーカーを駆動し 
ます。（デュアルアンプモード） 


•サラウンドスピーカーをワイヤレスにしている場合は、 （一21 
ぺージ) ワイヤレスシステムのアンプを使用して已 .1 チャンネ 
ル再生を行いますので、フ□ントスピーカーび卜 U プルアンプ 
モードにな0ます。 

バイアンプについて（->43ぺージ） 

• フ□ント用とサラウンド用のアンプを利用して、スピーカーの 
高周波域と低周波域を別々に駆動する機能です。 

•バイアンプ動作時をアドバンスドデュアルアンプ機能び使巧可能でず。こ 
の場合、よ D 明瞭で高音質なステレオヴウンドを楽しむことびでをまず。 

• r バイワイヤー接続の設定をずる」（->20ぺージ) をしている場 

合、可能な限りバイアンプ機能とアドバンスドデュアルアンプ 
機能の両方び有効にな D ます。この場合のアドバンスドデュア 
ルアンプはデュアルアンプモードです。 

卜 U プルアンプモードを使用したい時は r バイアンプの設定を 
ずる」 の r バイアンプ機能を解除ずる（トリスレアンプモードを 
使用ずる)」（一34ページ) で " OFF ” を選んでください。 

• DVD アナ□グ日 CH のときはバイアンプ機能は使用できません。 

DVD オーディオの再生について 

DVD レコーダー、 DVD プレーヤー側の設定は下記のよラにしてくだ 
さい。(通常、巧期設定でこの設定になっています。） 

• スピーカーサイズ：すべて LARGE 
• スピーカーの有無：すべて有り 
• 距離の設定:0またはすベて等距離 
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スピーカ ー B 
を使ラ 


アドバンスド 

デュアル 

アンプ 


フ□ント B 端子に接続したスピーカーか5音声を出力しまず。 

スピーカー 


0を巧し、"回"を点灯させる 


スピーカー 


回 


ステレオ再生や已 .1 チャンネル再生した場合に自動のに機能しまず。 
通常の再生よりち B 月瞭で高音質なサウンドげ楽しめまず。 

機能び働いているとをは[アドバンスドデュアルアンプ]ランプび 
点に T します0 


フ□ント A 端子に接続したスピー 
力 一の音を消したい場合 

[スピーカ ー A ] を押して"凸"を 
消してください。 


アドバンスドデュアルアンプ機能び働 
かないよラにすることちでをます。 

(->34ぺージ） 


バイワイヤー接続のとき、アナ□グ音声や2チヤンネルの PCM 信号を再生させると自動的に機能しまず。 


バイアンプ ■準備 


I バイワイヤー接続する。 （- » 20ぺージ） 

’ r バイワイヤー接続の設定をずる」 で、 ‘‘ y £ S ’’ にする。 （- 

’[サラウン円を r 切」にする。 （一12、24ぺージ） 


20ぺージ） 


’機能び働いているときは[バイアンプ] 
ランプび点なします。 

’細かく設定したい場合は「パ'イアンプ①設定 

をずる」（一34ぺージ)をご覧ください。 


デジタル接続 
で楽しむ 


DVD 

オーデイオの 
再生 


DVD アナ□グ 
巨 CH 


DVD レコーダーや DVD プレーヤーを HDMI 接続 （• 
(一14、1已ぺージ) で接続してください。 


•7 ページ) かデジタル接続（同軸 1) 


•アナログ己 CH 接続をする。 （- » 18ぺージ） 
•[スピーカー A ] を選ぶ。または、バイワイヤース 
ピーカーを 「入」にする。 （ィ24ぺージ） 

• 入力切換を DVD " にする。 （ィ24ぺージ） 

"DVD 6CH "び表示をれるまで 

DVD 


が DVD レコーダーと 接続してし、る場合 
入カソースを " BD / DVFI ' にしてい 
ると、再生でをません。アナログ 
己 CH 接続をして、" Dvrn こ切り換 
えて < ださい。 


巧レ-中-] 
-加ク m 


を押したままにする 


Jill ら [H 


•解除するには" DI / D ” び表示さ 
れるまで、押したままにする。 


楽しむ 
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テレビや DVD などをサラウンド音青で聞< 


サラウンド効果を加えたり、2チヤンネルのステレオソースをサラウンドで聞くことびでをます。 
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電源 


〇 

mkh 


BD/OVD 

DVD 
-巧ク腳 


正!图团 
圧!固面 
な]面团 

H 邮圆 



ア了〕ブ-む-巧如 日 S CS1/2 


巧キ具岛サ写 


画。 


朽イフ鹏 狐なキッフ 



ウ厂テレビつ 

—国圓 


rtS 

□□PLnx レベル U 1 ク :’- 

口 ■因 

NE0：6 

ロロの 

广 SFC つ - 卜 _ 

KMHli ] 圓圓 


音置 

日 

ん巧 巧 



〇〇 な、知5せ) 〇〇 

• 測定マイクを使巧して設定されたレベル 
(一益、23ページ) は、ドルビープ□□ジッ 
ク凸 X 、 NEO : 氏 SFC 全てに適巧されます。 
•ソースによっては、サラウンド効果び 
使用でをない場合びあります。 

• 各設定は、電源を切ってち記憶されます。 

• ドルビープロロジック nx 、 NEO : 日、 
SFC を「拙にした場合、ソースに記録 
されたチャンネル数でスピーカーに出 
力されます。 

例えば、已 .1 チャンネルソースなら、フ 
ロント、センター、サラウンド、サブ 
ウー八一から出力され、サラウンド 
バックは無音になります。 


ドルビープロ □ジック 

DOLBY PRO LOGIC Ex 


•吕チヤンネルのステレオソース（音源）をサラウンドで楽しめまず。 

. ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の已 .1 チャンネルのソース(音源)を 7.1 チャンネルけ 
ラウンドバック2本接続時)や氏1チャンネル(サラウンドバック1本接続時)で楽し 
むことびでさまず。 

• ドルビーデジタルサラウンド EX ソースのサラウン ドバックチヤンネルを有効にします。 


I I を押して、下記モードを選ぶ 

(さモードは、巧ずごとに切り換わりまず。) 


解除ずる場合 

[ m 2 を押す 




または [ぶ11[ 


ネオ 

NE0:6 


•吕チヤンネルのステレオソース（音源）をサラウンドで楽しめまず。 

• ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の已 .1 チヤンネルのソース(音源)を巨.1チヤンネルで 
楽しむことびできまず。 


rn を巧して、下記モードを選ぶ 

(さモードは、巧すごとに切り換わりまず。） 


解除ずる場合 

を巧す 


I 肥’旧 -► 



サウンドフィールドコント□-ル 

SFC (Sound Field Control) 


ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 、 アナ□グや PCM のソース(音源)に好みの臨場感や広げ 
り感を与えたサラウンドげ楽しめまず。 


音楽ソース(音源)で SF 。 

効果びあります。 區氧を巧して、下記モードを選ぶ 


HI inr (各モードは、巧ずごとに切り換わりまず。） 

I 山：;,1し 


(5 ユージック) 


解除ずる場合 

I 切 1を巧ず 


备モードは、を巧してか5、厂^を巧しても、 
選べます。- - ' - ' 



P 日 P ‘ 


閒ひ 


P 邮1 


邮り [[ 


◄— 



映画ソフトで効果が 
あ0ます。 


SFC っ 

厘 MJ を押して、下記モードを選ぶ 


卜"-ル T 「 (各モードは、巧ずごとに切り換わりまず。） 

I'ilJli 1L 

仏ービ ー) さモードは、を巧してか5、 rri を巧して 

も、還べまず。 


解除ずる場合 

S ] を巧ず 



邮祀 * 



RQT8744 














































































〇〇 〔お知らせ) 〇〇 
DOLBY PRO LOGIC Ex にっし、て 

サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続している場合は、 "の r または" MUS/C’’ のどちらかの選択になります。 

NE0:6 について 

• ドルビーデジタル、 AAC 、 DTS の2チャンネルのステレオソースでサラウンド情報を持っているソースは" C/W 日 I / M " モード、ヴラウ 
ンド情報を持っていないソースでは" MUS / C " モードび使用できます。 

• r スピーカーの有無とサイズを設定する」（ィ 33 ぺージ) で、すべてのスピーカーを" LARGE "に設定した場合、2チャンネルのステレオ 
ソースに NEO : 日を使用してちサブウー八一から音声は出力されません。 

SFC について 

• " MR 7 T " モードでは、サラウンドバックスピーカーを1本接続時、センタースピーカーを使用していない場合は、サラウンドバック 
スピーカーからは音び出ません。 

また、サラウンドバックスピーカーを使用していない場合は、センタースピーカーからは音び出ません。 

•入カソースとモードの組み合わせによっては、音びひずんだよラに聞こえることびあります。 

その場合は 、 r 効果の強弱を調整ずる」（- » 2 S ページ) で効果のレベルを下げるか、2日ページの操作で他のモードを選んでください。 
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ドルビーフロ □ジ ック 

DOLBY PRO LOGIC Hx 

"MOVIE " (ムービ ー） 

特にドルビーサラウンドで記録されたものなど、映画ソフトで効果びあります。 

サラウンドバックスピーカーを乙本接続している場合、サラウンドバックはステレオ再生になります。 

ご購入時は、このモードになっています。 

"MUS に" 
(ミュージック） 

音楽ソース(音源)で効果びあります。 

"が，， 

(ドルビーデジタル 

EX ) 

特にドルビーデジタルサラウンド EX で記録された映画ソフトで効果びあります。 

サラウンドチャンネルを持っているソースに巧してのみ有効です。 

サラウンドバックスピーカーを2本接続している場合、サラウンドバックはモノラル再生になります。 

• サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続している場合は" DOPLIIx " び消え 、 DIGITAL EX " 
または、"皿 EX " の表示になりまず。 

"GAME " (ゲーム） 

迫力のあるヴウンドでゲームなどを楽しめます。 

2チャンネルのステレオソースに巧して有効です。 

ただし、サラウンド、サラウンドバックの各スピーカーび接続されていなしパ->9、10、22、23ぺージ)お 
よび r スピーカーの有無とサイズを設定ずる」で" A / OA/E "に設定している（ィ33ぺージ)場合は使用でき 

ません。 

ネオ 

NE 0:6 

"CINEMA "(シネマ） 

映画ソフトで効果びあります。 

"MUS に" 

(5 ユージック） 

音楽ソース(音源)で効果びあります。 

サウンドフィールド 

SFC (Sound Field 

コン ト □ール 

Control ) 

"UVE " (ライブ） 

大きなコンヴートホールにしぶような音の反響と広びり。 

"POP/ROCK ’’ 

(ポップ□ック） 

ポピュラーや□ック音楽に適した効果。 

"VOCAL " (ボーカル） 

ボーカルの声を際立たせる効果。 

"JAZZ " (ジャズ） 

ジャズクラブのよ5な狭い部屋での音の反響。 

"DANCE " (ダンス） 

ダンスホールのよラな広い空間で響いている音の広びり感。 

" RABTT " (パーティ） 

パーティ舎場などでかけられている BGM のよラに、どこにいてをステレオで音楽が聞こえるよラな効 
果。 

"DRAMA" { ドラマ） 

セ1」フびメインになるようなドラマに適した効果。 

"ACTION " 
(アクション） 

迫力のあるアクシヨン映画1し適した効果。 

"SPORTS " (スポーツ） 

スポーツ観戦をしているよ5な臨場感。 

"MUS に AL " 

(5 ユージカル） 

5ュージカル劇場にいるよラな臨場感0 

"GAME " (ゲーム） 

迫力のあるヴウンドでゲームなどを楽しむとを。 


テレビや DVD などをサラウンド音声で聞く 


お好みで 
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リロ:/で操作する韻補効ま iWS 利な臟 


各モードについては、 2 目、 27 ページを参照してください。 



電源 

B じ。 VD 

iH—fS なャ 
鄉 ;^ DVD 

□ 陋 - 抗 l~lT ■トト 

一 ? にご;こ H 

の固ち扇 

注圓ぶ.兰 
[7 J 曲，1ぶ 
B 四 t 迎 

7 巧グ - r 上 - 巧 ？,|, BS CS1 ぶ 

□ □31] 

しスキップ」しスト/プーノ 'J 


音量 



〇〇 な'知5せ) 〇〇 

各設定は、電源を切っても 
記憶されます。 


DOLBY PRO LOGIC Hx の" M / S / C " をさ引こ調壁する 

入カソース(音源)び2チヤンネルのステレオのとをに使用でをます。 

71下 M 厂 fi / n 

1111 iL'ni LI 

(Dim 已 nsion 
Control / ディメン 
ジョンコント□一 
ル） 

フロントとヴラウンドスピーカーの出カバランスを調整でをます。 

rn を押して" o/meat を選び、 nn m を押して調壁ずる 

調整範囲：-3 (サラウンドび強くなる）〜+3 (フロントび強くなる） 

初期設定： 0 

r ..1 IT TIT IJ -I 
し mill j 

(Center Width 
Control / センター 
ウイドウス コント 
□-ル） 

フ□ントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な音楽再生 
がでさます D 

エ 7 i クト ◄ ► 

I I を押して" c - w / D 7 w "を選び、 nn FT ) を巧して調整ずる 

調整範囲：り（センターがはっさりする）〜7(センターが広がる） 

初期設定; 3 

打0 Hno 打 MO 

1 1II <iijni IIII1 

(パノラマ） 

サラウンドスピーカーのさらなる広びりによって音楽に包まれるよラな感覚び 
得られます。 

I フ I クト ◄ ► 

I — I を押して" MA / o / MAM " を選び、 nn rn を押して 
"ON W "または" りげ（棚 "を選ぶ 

初期設定: OFF 

NEO : 巨の" M / S / C " をさらに調壁ずる 

入カソース(音源)び2チヤンネルのステレオのとをに使用でをます。 

[--111邮[ご 

(Center Image 
Control / 

センターイメージ 
コント□—ル） 

フ□ントとセンタースピーカーの音を全体的に調整して、より自然な音楽再生 
がでさます D 

I 7 t クト ◄ ► 

I 1 を押して" C -/ ル MGE " を選び、 rn を押して調壁ずる 

調整範囲；り（センタ-がはっきりする）〜5(センターが広がる） 

初期設定; 2 

サウンドフィールドコント□ール 

SFC (Sound Field Control ) をさ 5 に調整ずる 

出カレベルを 
調壁する 

1 を J 甲して各 スピーカー を is び 

rn W を押して調壁ずる 

C (センター)、 RS (ちサラウンド）、 SBR (ちサラウンドノ（ック）、 

SSL (左サラウンドバック）（サラウンドバック1本時は S が 、 LS (左サラウンド） 
調整範囲：-20地〜+ W 地初期設定: 0地 

SUSW (サブウー八一） 

調整範囲:…（切 )、 MW (最 U \)、7〜29、 MAX (最大）初期設定: 20 

OOC お知 5 せ) 〇〇 

• " RAflTT " モード（斗26、27ぺージ)にしている場合、サブウー八一し U かの各 
スピーカーのレベル調整はでをません。 

•接続していなしバー9、1〇、22、23ぺージ)または r スピーカーの有無とサイ 

ズを設定ずる」で無しに設定している（ィ33ぺージ)スピーカーは調整でき 
ません。 

効果の強弱を 
調壁ずる 

T 7 t 々卜 ◄ ► 

1 ~1 を押して、 rn m を押して調壁ずる 

調整範囲: EFFECT 1 (最ル)〜 EFFECT 10 (最大） 

初期設定: EFFECTS 

OOC お知らせ )00 

" RARTT " モード（一> 2巨、27ぺージ)にしている場合、効果の強弱は調整できません。 
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視聴位置で、フ□ントス ピーカーの 音とさ スピーカーの 音がバランスよく聞こえるように、 スピーカー 
の出カ レベルを調整しまず。 

スピーカーの有無を自動で検出した後 （ィ 10ぺージ)などに調整してください。 


スピーカーの 

音量調整をずる 

スピーカー表示 

L : フロント（左） 

じ センター 
R : フロント（ち） 

RS :サラウンド（ち） 

LS : サラウンド（左） 
SS /?: サラウンドバック(も） 
S 化： サラウンドバック（ち） 
SB ： サラウンドパック 
(1 本接続時） 
SW(SUBW)： 

サブウー八一 


gm 本体の [ スピーカ ー A ] を押し 、" ra ’’を点なさせる。 

(バイワイヤー接続の場合は、[スピーカー A ] または[スピーカー田 
を押し " 0 " と"回"を点灯させる。） 

1を巧す 

I 約2秒間隔で下記の順にテスト信号び出力されます。 


い C ' 


/? — flS — SBR — SBL — LS — SM / または. 


C —R—RS—SB—LS 


SW けラウンドバックスピ-力-け接続瞄 


I 接続していない(一 9 、 10 、 22 、 23 ぺージ)または r スピーカーの有おとサイズを設定ず 

る」で無しに設定している（一 33 ぺージ)スピーカーは、テスト信号は出力されません。 


2 


3 


音量 


でフ□ントスピーカーを通常聞く音量にする 


レベル 


を巧して、調壁するスピーカーを選ぶ 


I 押すごとに下記の順に切り換わります。 


C 


RS — SBR — SBL —/.S — SUBW または 


C 


ffS - SS - LS -SUBW (サラウンドバックスピーカー1本接続時） 


4 


亡 


► 


] を巧して、 


〇〇 (お知5せ） 〇〇 

スピーカー日のみ選択されて 
いるときは、テスト信号は出 
力されません。 


你 し 

乂ピーカー表术 


1,111 

rn in 

!， LIL 

JIJLIll 


音量の範囲： 

―― dB (最小)、 

-79dB 〜 OdB (最大） 


r 


日じけ 


さスピーカーの音量を調整する 
手順3と4を繰り返して各スピーカーを調壁ずる 

•手順3と4では調整しているスピーカーからのみテスト信号び出力され 
ます。 

-操作後約2秒経つと、再び順に出力されます。 

• テスト信号を止めるときは、[ーオート、テスト]を押してください。 


乂ヒーカー表の 


厂 III ITI 

し I IU1I 

調整範囲： 

-20 犯〜+10 dB 
(初期設定: OdS ) 

SUBW のみ MIN (最ル）〇 

f 〜が〇 mx 撮大） 
(初期設定： 20) 


ソース(音源)を再生中に出カレベルを調舊できまず。重ほ音に物足りなさを感じたり、抑えて出力させ 
たいなど、好みにあわせて調舊できまず。 


を巧して、選ぶ 


サブウー八ーレベル 
の調整をする 


を選ぶとサブウー J V —から音は出ません。 


サブウ -A- 一.— . C I ITII I J n 

一一.—、一、'‘ _iu 山り I L U 

調整節囲:…(切)、 MW (最ル)、 

5、 M 、 巧、20、化厭; f (最大） 

• 初期設定は 'SUBW20" 
〇〇 (お知らせの 〇 です。 

•サブウー八ーレベルび高い状態で本機の音量を上げると、サブウー八一から出力される音びひずんで 
聞こえることびあ D ます。この場合はサブウー八ーレベルを下げてください。 

•細かく設定したいとをは 、 r スピーカーの音量調整をずる」（一上記) で、出カレベルを調整してください。 

情司を押す 


—時的に音を消す 


I 機能び働している間、表示部に "MUTING 旧 ON - と繰り返し表示（スク 
□ール)されまず。 

I ちラー度押すと、解除されます。 


lull 1 - 

r rJir 

下广 

/ iij 1 

’ 11'IIJ 

1 j 


〇〇 (お知 S せ) 〇〇 

電源を切ったり、音量操作をしたりすると消音は解除されます。 


表示部を暗くする 
(デイマ-) 


を司を巧す 

I 押すと、表示部び暗くなります。 （ [入力切換]と[音量]の上のライトち消えます。） 
‘ちラー度押すと、解除されます。 


〇〇 厂ぉ知 S せ) 〇〇 

本体操作で、表示部の明るさの調整びでをます。 （一 31 ページ） 


リモ n ンで操作ずる音質•音場効果や便利な機能 


お好みで 
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音質•音場効ま/便利な機能 




設定の方法 


1 r メニユ ーJ に入る 

I .む/朝願 

□ を押す 

尉 


2 設定する項目を選ぶ 

〇 

□ を押してミ夫定 


I を回して項目を選び、 




3 設定をする 

入力。巧 

〇 

□ を押してミ夫定 


を回して設定し、 



設定を終える 

を数回押して " EX : T " を還び 

己を押してミ夫定 

' 元の表示に戻ります。 

■ "已 r /7 ■"は[入力切換]を回すことでも選べます。 


'ブ徘耻ら I ]ー ミ抓しりりあ 

I 

' Siinit も日 FF 卜巧邮じ r 旧 I り 


: r 


ひとつ前に戻るキャンセルずる 

•む/-*$ 

□ を巧ず 

戻る 
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ほ音の調整をする 

• BASS 他音)を調舊できまず。 


こで円厂厂 / 

n 

.in IJ 人 

U 


2調整し、巧定 


那5日 


；[?； 


調整範囲；-70 dB ‘ 
初期設定:り dB 


+70 dB 


高音の調整をする 

• TREBLE (高音)を調整できま 
ず。 


-Torrii 

n 

/I M し IIL し \ 

し , 


2調壁し、決定 


f 即那 [ 


:〇： 


調整範囲；-70 dB ‘ 
初期設定:り dB 


+70 dB 


ミ M 齡张 


を選び、巧定 


音量バランスの 
調整をずる 

•左ちフ□ントスピーカーの出 
カバランスを調整できまず。 


2調壁し、決定 

I W 

しず 


口 


二重音声を切り換える 

• BS デジタル放送の AAC 信号 
やドルビーデジタル、 DTS の 
二重音声を切り換えることが 
でをまず。 


L: 左フ □ ント円:ちフロント 


バーの表示は目安です。 

〇〇 (お知らせ ) 00 

SFC の" R 4 R 7 T " モード（->2巨、27ぺージ)を使 

用している場合は、音量バランスの調整はでをませ 

/Vo 

I 二重音声信号を受信すると表示部に " DtML PRG 
と表示されます D 

1 三 7] 川つ , こ M [ m ‘, を選び、決定 

/ 山し … し I mini 居 

2 音声を選び、ミ夫定 

TII 10/ 三'円 こ 
山し U f し // II iinu 


MAIN . 主音声 

SUB '- 副音声 
M + S - 主+副音声 
初期設定 ： MAIN 


表示部の明るさを 
調整する 

•部屋を暗くして、映画を見ると 
をなどに便利でず。 


1 311111化に日 FF を選び、巧定 

2設定を選び、ミ夫定 

1111111巧ぶ 


’解除するには " Df/miER OFF ” を選ぶ。 

’ DIMMER 1~ 3を選ぶと、[入力切換]と[音量]の上 
のライトち消えます。 


調整範囲: DIMMER パ明 )〜 DIMMER 3(暗) 

初期設定: OFF 


音質•音場効果/便利な機能 


お好みで 
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アンプの設定をする 



設定の方法 


r 初期設定 J に入る 


を約2秒間押したままにする 



2 設定する頂目を選ぶ 

入力切巧 

]) 在回 L て I 頁 S 巧選び、 


□ を押してミ夫定 


ミ肌: 5 IZ だ 一^が5端 I にだ一ずむ化 P FRS - 

_ f 

^ & 

加!日 5[なが^ィイげ 巧ら一如-リけに 

(一 20ベージ ） f 

t 

ミ II し旧し印,が;ーミ脚 な机に 一ぶ jpljr 11[けら 

_ t 

r 

ミりがに 一 训川が一巧 II り’ II 旧巧ら 

_ f 

ミ化 ri 日 I ら！一み ‘ぷ扎りく一 す I 巧[ I ; 

(- M 0 ベージ） 千 

おに 

《 " S /->! WWP " はフ□ントスピーカーをバイワイヤー設定 
している場合に、表示されます。（-» 20ページ） 


〇設定をする 

X»«)» 



を回して設定し、 


□ を押してミ夫定 

• 設定によっては、この操作を数回繰り返します。 


4設定を終える 

□ を数回押して"のの■"を選び 

尉 

□ を押してミ夫定 


• 元の表示に戻ります。 

• "£ X /7 ■"は[入力切換]を回すことでも選べます。 



が ひとつ前に戻るキャンセルずる 

.む/-臟 S じ 

戻る 
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距離の設定をずる 

•フ□ント/センター/サラウン 
ド/サラウンドバックスピー 
カーか S 視聴位置までの距離 
を設定することで、視聴位置に 
届<音の遅延時間を自動のに 
算出し、補正しまず。 


1 


ゴ巧: 


111 


。[こ 


を選び、決定 


2 設定するスピーカーを選び、ミ夫定 


こ/::/ /で N こ 

ぃ广广 

' JU 

I L J 


3 設定ををちし、巧定 


ri ITH I 

_Mn_ 

J LI II hi 

// けし k 


スピーカーの有無と 
サイズを設定する 

•接続している スピーカーの 有 
無とサイズの設定を手動で設 
定できまず。 

•スピーカーにより再生できる 
周波数帯域は異なりまず。特に 
ほ音域を不足ずることなく再 
生させるためにサイズの設定 
を行いまず。 


手順 2 か 5 " SP/C SIZE " に戻る場合 

化 rufiri ssa 、 ホ S 

が Lff (フ□ント）を"し4打 G £ "にした場合 

•アナログや PCM ソースをステレオで再生し 
ている場合、ヴブウー八一からちほ音域の音 
声び出力されます。 

• ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC の2チヤンネ 
ルのソースをステレオで再生している場合、 
ソースに含まれる LFE (重ほ音効まチヤンネ 
ル)信号しツ外は、サブウー八一から出力され 
ません。 


SUBW '' サブウー八一 
LR フ□ントスピーカー 
に センタースピーカー 

S ： サラウンドスピーカー 

SB ： サラウンドパックスピーカー 

SUSW (サブウー八一） 

A /0: 接続していない VtS : 接続している 
L /? (フ□ント)、 C (センター)、 S (サラウンド） 
A / CWE (センター、サラウンドのみ):接続していない 
巧 I / MLL 丄 ARGE の条件に満たないスピー 
力一を接続している 

LARGE ： 20 Hz までの低音域び十分に再生で 
きるスピーカーを接続している 
S か サラウンドバック） 

WOW に 接続していない 

1- SPK I 本接続している 

2- SPK :2 本接続している 
初期設定： 


lrD □ント )、 C (センター )、 S (サラウンド) 
SUSW (サブウー八一） 

S か サラウンドバック） 


SMALL 

YES 

2 -SPK 


〇〇 巧知5せ) 00 

•"巧 WALL " の場合、再生できる周波数に応じて、低域フィルターの周波数を設定してください。 

(購入時は 80 Hz に設定されています。） （- » 下記） 

• 下記の場合、自動的に設定されます。 

Lff (フロント）を " SMALL " にすると 、 SUSW (サブウー八一)は" YES " 

SUBW けブウー八一)を"/ VO " にすると、 U ? (フ□ント）は" し 4 RGE " 

• SS (サラウンドバック）は S (サラウンド)び" W 0 A / E ’’ の場合、表示されません。 

• SS (サラウンドバック）のサイスま、 か サラウン円で選択したサイズと同じになります。 

•スピーカーの本数を変更すると、自動スピーカーの設定は無効になります。（^22、23ぺージ） 


II 训リ祀 


を選び、ミ夫定 


2 設定するスピーカーを選び、決定 


白 


3 距離を選び、ミ夫定 

し 3 


[ら 


L : フロント（左） じ センター 

/?:フロント（ち） LS : サラウンド（左） 

RS : サラウンド（ち） 

S 化サラウンドバック（左） 

S 执?サラウンドバック（も） 

設定値： 0.5 〜 15.0 m 
•0.1m 単位で切り換えられます。 
初期設定: し/? (フロント左、ち） 玉 Om 
C (センター） 玉 Om 

LS , RS (サラウンド左、ち） 1.5 m 
SBL , SBR けラウンドバック左、も） 1.5 m 


〇〇 巧知诚 〇〇 

•付属の測定マイクで自動スピーカー設定をした場合、極性を自動補正したスピーカーには"/ ■ 3.0 
のように"一"び表示されます。 

• 自動スピーカー設定（-»22、23 ページ) で距離の測定値び I 5 m を超えた場合、距離の部分び 
OVEFf と表示されます。 


ほ域フイルターの設定を 
する 

• スピーカーの サイズ（-> 上誰己） 
が " SMALL ' の 場合のみ行って 
ください。 

•ス ピーカーび" SM > 化/;’ の場合は 
ほ音域を十分にちちずることびで 
をません。再をできる周波数に応 
じてほ域フイルターの周波数を設 
定し、不足しているほ音域をサブ 
ウー A —に出力させまず。 


： i . II I i . u 

L LI / 1： 

- I 丄し I しい 

I い/ J 、 


を選び、ミ夫定 


2 ほ巧フイルターの周波数を選び、ミ夫定 

三 mn こ 
/' UU \ 


〇〇 巧知5せの 〇 

" SMALL " にしたすべての スピーカーに 設定されま 
す。 


80〜200 Hz の範囲内で、 20 Hz 間隔で設定でき 
まず。 

設定した Hz しツ下のほ音域をサブウーノ V —に 
出力させます。 

初期設定：ぶ？ 
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アンプの設定をずる 


お好みで 
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アンプの設定をする (つづを) 
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操作ち法は32ページをご覽ください。 


自動 スピーカー 設定を 
変更する 

① 付属の測定マイクを使用して 
設定した スピーカー 設定 
の内、極性補正、周波数特性補 
正を購入時の状態に戻しま 
ず。（この操作で、自動 スピー 
力一設定インジケーターは消 
えます。） 

⑥ 正しく接続していてち極性が 
をと判定されるスピーカーが 
ありまず。その場合は、極性を 
自動補正しない設定にして、 
極性を反転させないよラにし 
まず。 


アドバンスドデュアル 
アンプ機能を働かせない 
設定にする 


① 購入時の状態に 
戻ず 


③ 極性を自動補正 
しない設定にず 
る 


バイアンプの設定をする 

•フ□ン トス ピーカーを 
バイワイヤー設定している場 
合に表本されまず。 

(->20ぺージ） 

① バイアンプ機能を使わずに、 
フ□ント、サラウンド、サラウ 
ンドバック用のアンプを利用 
して スピーカーを 駆動させる 
ことびでをまず。 

(トリプルアンプモード） 

③スピーカーの HF (高域)と LF 
(ほ域) の出カ バランスを調整 
しまず。 

③スピーカーの HF (高域)と LF 
(ほ域) の ずれによる音声の遅 
延時間を補正しまず。 


①バイアンプ機能 
を解除ずる（卜 
リプルアンプ 
モードを使用ず 
る） 


③ バランスの調舊 
をずる 


③ HF と LF のずれ 
を補正する 

スピーカー 
(横側、断面図） 


/ずれ 


タリ 


Til 

CCTlllJ^ 

1 LI 

」し f /」/ \ 


2 

3 


を選び、決定 


'F り地 


;化']; 

I 中止するには" A /0” を選ぶ 


を選び、ミ央定 
を選び、決定 


VES : 購入時の状態に戻す 
N 0 ：購入時の状態に戻さない 


1 挪 J 日化 ri _ i にを選び、ミ夫定 

を選び、ミ央定 
を選び、ミ央定 


2 ず日し邮1 


3 [り[け；り日 


CHECK YES 

通常の自動 スピーカー 設定を 
する 

CHECK N 0 

極性を自動補正しない設定に 
する 


2 


3 


Hit ..nmol 

/ 山 1 III II X 

::厂 11(1 ( 厂 T TOM こ 
'I ；_//'//_ I 1 U いし 


を選び、ミ夫定 
を選び、決定 


IIFR 


を選び、巧定 

卜 U プルアンプモードを使巧すると 
[バイアンプ]ランプび消えます。 


AUTO ) (イアンプ機能を使用 
する 

OFF : バイアンプ機能を使用 
しなし)（卜 U プルアンプ 
モードを使用する） 
初期設定 ： AUTO 


：1 




2 


ミ]?化讯皆に 


を選び、巧定 
を選び、巧定 


3調整し、巧定 


■ 

す 


I--IF 


げ:•(氏域 HF : 高域 


バーの表示は目まです。 


こ で T 

__ 円 M 打 こ 

/ 丄 1 丄 

1 II II ^ 


2 


ぶ F a [け‘,‘ 


を選び、巧定 
を選び、巧定 


3調整し、ミ夫定 


Tin 〇 '> 

三 n 基 

山しし f M 



調整範囲: り〜 30 cm 
•1 cm 単位で切り換えられま 
す。 

初期設定： り cm 


1 如 FIL F けが 


2 


: SFF ： 


を選び、決定 
を選び、決定 


> uyTO ブドバンスドデュアル 
アンプ機能び働く設定 
にする 

OFF . 了 ドバンスドデュアル 
アンプ機能び働かない 
設定にする 

初期設定 ： AUTO 
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操作ち法は 32 ぺージをご覧ください。 


デジタル入力端子を変更 
ずる 

• デジタル入力端子に接続した機器 
に合わせて、設定を変更しまず。 

• ひとつの入力は複数の端テで 
使用でをません。 

(例) DVD を" 0 P 。" の設定に 
変更した場合、 DVD は" OPT " 
(光1 )1 •ソがのデジタル端テ 
で使用でさません。 


入力信号の設定をする 

• DVD レコーダーや DVD プ 
レーヤーなどの入力をデジタ 
ル、アナ□グで自動判別ずるの 
か、固定ずるのかを設定しま 
ず。 

• 特に信号を固定ずる必要のな 
いとさは、 "AUTO "にして < だ 
さい。 


3JG iimi 


を選び、ミ夫定 


2デジタル入力端テに接続した機器を選び、決定 


日 P: 


3デジタル入力の設定を巧更し、ミ央定 


ぶ P 


手順2と3を繰り返し、設定を巧更 
を選び、巧定 


ぶ ‘ IPUI 


11日 II [三 


2デジタル入力端テに接続した機器を選び、決定 


三 T ,' こ 

niirn 

/い\ 

,，しいし, 


3入力信号の判別方法を選び、ミ央定 

T い loi I nil 

II’ /IIUi U\ 

手順 2 と 3 を繰り返し、設定をを更 

PCM 円 X について 

• CD を再生したとを、曲の始まりび途切れるよラな場合に使 
用して < ださい。 

• 正常に再生でをる場合はこの設定をする必要はありません。 

• ノイズび発生する場合は解除してくださし、。 


TV テレビ 
DVR ： DVD レコーダー 
DVD . DVD プレーヤー 
CD ： CD プレーヤー 

初期設定： 

TV ： opn (光1 ) 
DVR OP 巧（光 2) 
DVD COAX 1 (同軸 I ) 
CD ： CCMX 2( 同軸 2) 


TV テレビ 
DVR ： DVD レコーダー 
DVD ： DVD プレーヤー 
CD . CD プレーヤー 

AUTO デジタル、アナログの 
自動判別 

(デジタルの場合 、 HDMI 
び優巧されまず） 
ANALOG :アナログに固定 
D / G : デジタルに固定 
PCMFIX ： PCM 倍楽 CD など)の 
デジタルに固定 

初期設定： 

TV 、 DVR 、 DVD 、 CD '' AUTO 


本機の電源 r 切」時の消費 
電力を下げる 
(省待機電カモード） 


VIERA Link (HDAVI 

コント□-ル 

Control ) を使わない設定 
にする 

•VIERA Link 機能に対応した 

テレビ ( VIERA ) と DVD レ 

コーダー ( DIGA ) を接続して 
いる場合に、 VIERA Link 機能 
を使わない設定にします。 


〇〇 巧知5せ) 〇〇 

• デジタルに固定した場合、常に表示部に "デジタル入力’’ の表示び出ます。 

• PCM 円 X に設定すると、" PCM "のディスプレイ表示び出ます。 

• PCM 円 X 設定時にデジタル接続(光、同軸)で PCMli (外のソースび入力された場合は、表示部に 
" PCMFIX " び点滅します。 


1 


2 


3 



\ 

リ iir 

た 


'ir 


て了 H 

TI "/ 

11 /' 1 

,J … 

丄 -1 1; 

IJ 1 1 ； 


ぶげ; 


を選び、ミ夫定 


を選び、ミ夫定 


を選び、決定 


〇〇 巧知5せ) 〇〇 

" OFF " に設定した場合、しソ下のようになります。 

• 電源 r 切」時の消費電力び約 0.3 W になります。 

• HDMI 接続しているときは、スタンバイスルー動作 （ィ 7 ぺ一 
ジ) びでをな<なり f す。 

• 電源 r 切」時の VIERA Link (-» 13 ぺージ) は無効になります。 


1 


り 1111 じ 

を選び、ミ夫定 

2 ； 

厂下打1 
し 1 ni. 

じ 日り 


を選び、ミ央定 

3 

r T 0 

し //II 

I 如 F : 

^ を選び、巧定 


OFF : 電源「切」時の消費電力を 
下げる場合 

OAT スタンバイスルーを働か 
せる場合(電源 r 切」時の 
消費電力は約 0.7 W にな 
ります。） 

初期設定： 0 A / 


OFF : 機能を使わないとき 
OW : 機能を使うとを 

初期設定: 0 /V 


アンプの設定をずる(つづき 


お好みで 
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アンプの設定をする (つづを) 



操作ち法は 32 ページをご覽ください。 


ル音量でを聞をやずくずる 
• ドルビーデジタルに対ずるダイ 
ナミックレンジ圧縮機能でず。 

• 音声信号の最大音と最ル音の差を 
圧縮し、音場に謗響ずることな< 
ル音量でちセリフを聞をやすくし 
ます。深夜など大をな音を出せな 
い場合に便利でず。 

1 3? 口 [日バに を選び、決定 。が: 通常の再生 

2 設巧を選び、巧を STANDARD . ソつ 卜制作者が家 

""FT n / 1 1 Ti n n ri ^ 庭用として推契す 

-J , HMiir 山- る圧縮レベル 

MAY ; 深夜視聴を前提とした 

OQC お知 b が 〇〇 默の圧縮 

ディスクの情報に基づき動作するため、効果びない場合びあります。 ： off 

アッテネーターを切り換える 
• アナ□グ入力で再生中に音がひ 
ずみ、表示部に " OVERFLOW " 
が点なした場合は、アッテネー 
ターを r 入 J にしてください。 

1 三 0 T T r 川 1 円 T n [じ を選び、ミ夫定 

2 -n りこ を選び、ミ夫定 

/ … C ■巧 一、〇巧: 切 ON : 入 

解除するには"0 円=" を選ぶ 初期設定： OFF 

映像と音声を合わせる 
• 映像が音声よりち遅れている 
場合に、音声を約 40 msec 遅 
6 せて、映像に合わせまず。 

1 

2 

-11/ リり f ] ‘,‘ こ を選び、決定 

/い し 111\ OFF : 通常の設定 

三 m ピ を選び、決定 ON : 音声の出力を遅らせる 

ルへ 欄設定： OFF 

購入時のげ態(初期設定） 
に戻す 

(RESET 機能） 

• すべての設定を購入時の初期 
設定に戻しまず。 

必要に応じて再度設定を巧つ 
てください。 

1 \打巧, 〔 广 を選び、決定 

2 U Li . 1-1 \ぃ [[/ を選び、巧定化 を 1」セットする 

いし」し 1 // L_k W 0; I 」 セットしない 

中止するには" WO " を選ぶ 

〇〇( お知らせ )00 

U セットすると、入カソースま" SD / OW ? " に切り換わります。 


へツドホンを ffi ラ 


立 S 

曰里 



一 音のエチケット- 

楽しい音楽ち時と場所によっては 
気になるちのでず。特に静かな夜 
間には窓を閉めたり、ヘッドホン 
をご使用になるのも一つの方法でず。 



音のエチケット 
シンボルマーク 


1[スピーカ ー A ]、 [スピーカ ー B ] を巧して 
すべてのスピーカーを r 切 J にする 

2 [音量 一 、+]で音量を下げ、 

へッドホンを接続する 

プラグタイプ： 0 己 .3 mm ステレオ標準プラグ 

3 [音量一、+ ] で音量を調壁する 

0 O C お知 S せ) 00 

• ちを刺激するよラな大をな音で、長時間聞くことは避けてく 
ださい。 

•すべてのスピーカーを r 切」にすることで2チャンネルのみ 
の再生になり、サラウンドソース(音源)は、強制的に 2 CH 
MIX にチャンネルミックス）になります。 （ DVD 才ーディオ 
のダウン5ックス禁止ソースを除く。） 

• アナ□グ己 CH 接続 （一 18 ぺージ) で再生しているときは、 
「 DVD アナログ己 C 川 （一 2 已ぺージ) は解除されて、フロ 
ント2チャンネルの音声び出力されます。 
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リモコンでテレビや DVD レ]-夕-などを操作する 

本機の化、 当社:製 のテレビ、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ、および CD プレーヤーを本機の U モコンで操作でを 
ます。（ただし操作のでをない機種ちあります。)各操作についての詳細は、それぞれの機器の説明書をご覽ください。 


操作ずる機器に向けて 

電源 

O A^ - て '.'- 

I 電源訊 

'-I 

■ m-m 抽 

. .'々下に 

圧]图团 I へ 
团固固 

囚吗。凶醒 

IM 邮凹 I 

アナ□クー巧上ーデジタレ 

回囚 

'•スキッタ 

四画' 

巧イブ雕 が)かゲ 

♦ィ誦^参 


丹 M - tt 上-デ巧ル BS CS 1/2 




まずは、 

リモコンの操作モードを' 
各»1器の操作モードに 
切り換えてね。 



テレビや DVD 
レコーダーち 操作 
でをるんだ。 


画 

テレビ操作の前に 
必ず行ってくださ 
い。 


テレビの電源を 

AVffi§ 

入/切ずる 


雷原 


テレビのテレビ/ 




ビデオ入力を切 

入力切換 


り換える 

1 

1 


テレビの音量を 


+ 


調壁ずる 


曰 重 

- 


地上デジタル放 

i 也上-デジタル 

送に切り換える 


►W 


BS 放送に 
切り換える 


BS 

◄◄ 




CSl/2 


CS 放送に 


►► 


切り換える 

•押すごとに、 CS1 


と CS2 が切り換 


ね 0 ます。 


地上アナ□グ放 

アナ□グ-地上 

送に切り換える 





(順に選ぶとき） 



へ 




チヤ知レ 






チヤンネルを 




選ぶ 

(直接選ぶとを） 

の图图 

团固固 



团面.’。图 

511四晒 


テレビのチヤンネルび操作できない 

• f 日 A 

• 地上アナログ放送のみ対応のテレビ 
の場合、他の放送切り換えボタンを 
押すと、テレビのチヤンネルび操作 
でをなくなります。 

再度、 [I ◄◄アナログ-地上]ボタンを 
押して、地上アナ□グ放送に切り換 
元て < ださい。 
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が 


本機の入力を 
"7 V " に切り換え 
る/ 

U モコンをテレ 
ビ操作モードに 
切り換える 


テレビを操作する 


お好みで 
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リモコンでテレビや DVD レ]-ダ-などを風巧る(っづき) 


操作ずる機器に向けて 


DVD プレーヤーを操作する 


電源 


AV ^ 犯 / DVD 

I — こお ~ [bH-]- 


e 

の图团 

山圓曲 

囚曲:1皆 
111四-晒 


へ 

チりネル 


' し-_'..''し BF . こ ：I ぐ' 

^ I HH I fw I W 
L スキッ フ」しス [Htt-?」 
停止 


- 時停止 I 再生 


ドライフ疆 瓣スキップ 

Q 新夕转一 

輪' 一 



p T 切 I 1_| mn 

□□PLnx レベル 171 扑 

ロロ ロ 

NE0：6 _< 

_ ] 「~ 1 I な I 

_广 SFC つ一すート _ 

4MH11] 國画 



本機の入力を 
"Dvm こ切り換 
える/リモコンを 
DVD プレーヤー 
操作モードに切 
り換える 

DVD 

>H 

DVD プレーヤー操 
作の前におず行つ 
てください。 

DVD プレーヤー 
の電源を入/切ず 
る 

AVffii 

國 

再生を始める 


再户 

トラックやチヤ 
プターを飛び越 
ず(スキップ） 

[ 

K 4 

巧 

►H 

こップ」 

] 

見たい場所を探 
ず(サーチ） 

[ 

し 

习 

スト/ 

►► 

サ-チ」 

1 

ス□-再生 

固 

回， 

しス Eh 

图 

囚 

サづ J 

再生ナビ(または 
トップメニュ ー） 
を表示ずる 


? 

i 

サブメニューを 
表 71^ ずる 

サブメニ; 1- 

感 

操作一覧機能還択 
画面を表示する 
(停止中） 

く 


前の画面に戻る 

戻る 

〇 

項目を選ぶ 

[再生ナビ、トップ 
メニュー]、旧、ヴ 
ブメニュー]や[操 
作一覧、機能選択] 

を押した後に操作 
してください。 

◎ 


選んだ項目を実 
巧ずる 



トラックやチヤ 
プ ターを 直接選 
ぶ 

の图图 
团固圃 
圧)面!’。回 
画）陋 

•数字ボタンを押 
した後、[ミ夫定]を 
押して実行する 
機種ちあります。 

一時停止ずる 


-時停止 


コマ戻し/コマ 
送りずる 


-離止 

ろ 

1 

再生を停止ずる 


停止 



〇〇 巧知らせ) 〇〇 

当社製の DVD プレーヤーには、 [ 操作一覧/ 

機能選択]ボタンで、画面表示(口 SPLAY ) 機 
能び動作する機種もあ D ます。 
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DVD レコー ダーを 操作す る 


本機のリモコンで当社製の 
DVD レコーダーを 操作ずる場合 

DVD レコーダーと 本機の U モコンの U 
モコンモードを一致させてください。 


準備 


DVD レコーダーの取扱説明書に従って、 
DVD レコーダーの U モコンモードま号を 
確認する。 

1 [ BD / DVD レコーダー]を押ず 

2 [ミ夫定]を押したまま[1]、[2]また 
は [3] を約吕秒間押したままにずる 

•押した数字ボタンに応じて、 r モード1」、 
巧ード2」または巧ード3」びリモコン 
側に設定されます。 

•初期設定は、「モード1」です。 


C^DVD レコーダーの ドライブげ切り換 
わ S ない場合 

DVD レコーダー側び、本機の U モコ 
ンの出す信号を認識していない可能 
性びあります。 

下記の操作で信号を変更して、ちラー 
度切り換えてみてください。 

1 [ BD / DVD レコーダー]を押ず 

2 [ミ夫定]を巧したまま、 [8] を約吕秒 
間押したままにずる 

元に戻す場合は： 

上記手順2の操作で、 [ ミ夫定]を押しなびら 
旧]を約2秒間押したままにする 


〇〇 (お知 S せ) 〇〇 

ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを操 
作する場合は、 [ ドライブ切換]で、乂 t 喧ぶ i 
巧を選択してください。 


3日秒スキップ 

〇 


朽イ姻 

〇 


(順に選ぶとき) 


へ 

チがル 


(直接還ぶとを) 

の回团 

团固固 

S 吗闻 

51の陋 


停■止 


本機の入力を 
" BD/DVFT に切 
り換える/ 
リモコンを DVD 
レコーダー操作 
モードに切り換 
スる 


BD/DVD 

幽 

DVD レコーダー操 
作の前におず行つ 
てください。 


DVD レコーダー 
の電源を入/切ず 
る 


再生を始める 


トラックやチヤ 
プ ターを 飛び越 
ず(スキップ） 


見たい場所を探 
ず(ヴーチ） 


ス□-再生 


再生ナビ(または 
トップメニュ ー） 
を表示ずる 


ヴブメニューを 
表のずる 


操作一覽機能還択 
画面を表示ずる 
(停止中） 


前の画面に戻る 


項目を選ぶ 


AV 艦 
電原 


再生 


スキップ」 


« ►► 


'ス □-/ ヴ-チ- 


-鴨止 


留-恩 


サブメニト 


戻る 

〇 


[再生ナビ、トップ 
メニュー]、旧、ヴ 
ブメニュー]や[操 
作一覧、機能選択] 
を押した後に操作 
してください。 



選んだ項目を実 
行ずる 


トラックやチヤ 
プ ターを 直接選 
ぶ 


一時停止ずる 


コマ戻し/ 
コマ送りずる 


30細こ 
スキップずる 


DVD レコーダー 
の ドライブ ( A - 
ドディスク、デイ 
スク、 SD など)を 
切り換える 


チヤンネルを 
選ぶ 


再生を停止ずる 


リモ n ンでテレビや DVD レ n— ダ—などを操作ずる(つづき) 


お好みで 




一 


押をる。 

团固回。陋八畑 W 的 

图固吗 心巧ぁ 

の团团 B も織し動 

数し押機 



RQT8744 












































































列部劾 DVD 

I I 阿！一既 

一邻ブ齡 

山ぶ团 
山ぶ凶 

团马。图 

11邸回_ 


&J W 

L スキップ」_ L スト/サづ J 

[停止 1 r-«ij [再生 I 


〇〇 (お知5せ) 〇〇 

ビデオデッキー体型 DVD レコーダーを操 
作する場合は、 [ ドライブ切換]で、 乂 HS を 
選択してください。 


電源 



本機の入力を 
"1/ が’に切り換え 
る /U モコンをビデ 
オデッキ操作モード 
に切り換える 

岡 

ビデオデッキ操作 
の前に必ず巧って 
ください。 

ビデオデッキの 
電源を入/切ずる 


AV 艦 
雷原 

再生を始める 


再,生 


卷さ戻し/早送り 
をずる 

巨 

しス 

非 tTi 

-時停止ずる 


-雕止 


チヤンネルを選 
ぶ 

(順にミ 

植接ミ 

江 

狂 

区 

陋 

養ぶとミ 

へ 

チャンネル 

\/ 

置ぶとミ 

]回[ 
]固[ 
]圓’。[ 
a 团口 

ち） 

5) 

国 

国 

9] 

2 

再生を停止ずる 


停止 



本機の入力を 
"C け’に切り換え 
る/リモコンを 
CD プレーヤー操 
作モードに切り 
換える 

ICDl 

CD プレーヤー操 
作の前におず行つ 
てください。 

CD プレーヤーの 
電源を入/切ずる 

AV 

S 

観 

再生を始める 





再,生 


トラックを飛び 
越ず(スキップ） 

\<4 

巨 

こップ- 

9 

聞さたい場所を 
探ず(ヴーチ） 

◄◄ 

L ス□- 

区 

巧-チ 

] 

」 

一時停止ずる 


-f 止 


トラックを直接 
選ぶ 

の图团 
团固固 
团固’,。图 

B 陋 

再生を停止ずる 


停■止 



リモコンでテレビや DVD レ]-夕-などを勵巧る(っっき) 


操作ずる機器に向けて 


ビデオデッキを操作する画 CD プレーヤーを操作する 


2つ L ソ上の当社製機器(ミニコンや AV アンプなど)をお使いの場合 


2つしツ上の当社製オーディオ機器を使ラ場合、本機の U モコンを使用す 
ると複数の機器び動作することびあります。 

その場合は、本機の U モコン〕ードを"/?£/1/70忙 2" に切り換えてく 
ださい。 

この操作で、本体と U モコンのコードを同じ番号に設定します。 



入力切さ 

基本操作 

C 

) を回して選び 

ミ規 

□ 

を押してミ夫定 

■む-/-腸 

9 

ひとつ前に戻る 

キャンセ J レ 


杰化阳隅巧 

1[-メニュ ー/- 巧巧設定、戻る]を約2が間巧 


したままにする 


2 


ぶり’‘旧 T 


も 


3 祀‘‘旧巧ぶ 

4 ゴ;が 

U モコン側操作 

5 を J 甲す 


を選び、ミ夫定 
を選び、ミ夫定 
を選び、決定 


6 后急と 图 を同時に約 2 砂剛甲したままにする 

が リモコンコードを「1」に戻ず場合 

• 本体側:上記手順3で" 7" を選ぶ 
• U モコン側:上記手順己で[ミ夫定]と [ 1 ] を同時に約2秒 
間押したままにする 


10 暴®^ 

一夢 





























































































































主な仕様 


■アンプ部 

実用最大出力(サラウンドモード各 ch 動作時） 
フ□ント（し R ) 100 W 4 

センター 

サラウンド （ L / R ) 100 W 4 

サラウンドバック（し R ) 100 W 4 

定格出力(サラウンドモード各 ch 動作時） 


100 W (60, JEITA ) 
100 W (60. JEITA ) 
100 W (60. JEITA ) 
100 W (目 n . JEITA ) 


70 W + 70 W (1 
70 W (1 
70 W + 70 W (1 
70 W + 70 W (1 


kHz 目 0 0.3 %) 
kHz 目 0 0.3 %) 
kHz 目 Q 0.3 %) 
kHz 目 Q 0.3 %) 


100 W + 100 W (6n, JEITA ) 


フ□ント（し R ) 

センター 

サラウンド （ L / R ) 

サラウンドパック （ L / R ) 

実用最大出力(ステレオ時） 

定格出力(ステレオ時） 

70 W + 70 W (20 Hz -2 日 kHz 目0 0.09 %) 
出力帯域幅(ステレオ時） 4 Hz 〜88 kHz .(6 n . 0.9 %) 

を高調放ひずみ率20 Hz -20 kHz 定格出力 日.日9 〇/〇(日の 

負荷インピーダンス 
フ□ント（し R ) 

A または B 
A と B 
BI-WIRE 
センター 

サラウンド （ L / R ) 

サラウンドパック（し R ) 

周波数特性 

CD 、 が部入力、ビデオデッキ、テレビ、 

DVD プレー中一、日 D/DVD レコーダー 
DVD 6 CH 

入力感度入カインピーダンス 
CD 、 が部入力、ビデオデッキ、テレビ、 

DVD/DVD 巨 CH 、 BD/DVD レ！!一夕‘一 
信号巧雑音比 (S N 比） 

CD 、 テレビ、 DVD プレーヤー、 

BD/DVD レコーダー (DIGITAL INPUT ) 

I ンコント□—ル特性 


6 - 
6 - 
6 - 
6 - 
6 - 
6 - 


160 

160 

len 

len 

len 

len 


4 Hz - 
4 Hz ' 


-88 kHz . ± 3 服 
-44 kHz . ± 3 服 


200 mV /22 kn 


ほ音 

ちな 
巧日 


103 dB 

已日 Hz , +10〜一10 dB 
20 kHz . +10〜一10 dB 


デジタル入力（光） 
(同卽) 


HDMI 入力 （ VER . 1.2 a ) 
HDMI 出力 （ VER . 1.2 a ) 


ペルつメッセージ 


表示 


原因巧策 


广 n (r r ; mi i t t nr 

しり ||| し巳し I iij 111 'iiJ 

r I inr T Tni>i 

I U,,l し （LI 11/ 


消音機能び働いています。 

U モコンの[消音]を押して解除してく 
ださい。 （一29ページ） 


現在の入カソースには使用でさない効 
I 果を使用しよラとしています。 


DVD アナ□ク目 CH には使用できない 
効果を使用しよラとしています。 


サラウンドとサラウンドバックのスピー 
力一び接続されていないか、「無」の設定 
になっています。接続するか （一^日ぺ一 
ジ)、「有」 の設定にしてください （一 ► 33 

ページ）。 


" Mt / S/C "モード！;(がのモードび選択さ 
れています。" Mt / S / C " モードにして < だ 
さし、。 （一26、27ぺージ） 


■映像部 

出力電圧 （1 V 入力時） 

最大入力電圧 

入出カインピーダンス（アンバランス） 
S ビデオ 


1 ± 0.1 Vp-p 
1.已 Vp-p 
7巳 Q 


入力 


目 D / DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、テレビ、が部入力 


出力 

コンポーネントビデオ 
入力 
出力 


テレビモニター 

BD / DVD レコーダー、テレビ 
テレビモニター 


■このマークがある場合は- 


■総 含 
電源 

消胃 胃 A 

寸法(幅 X 高さ X 奥行き） 
質量 


AC 100 V , 50/60 Hz 
240 W 

430 mm X 1 07.5 mm x 390 mm 
約已 .3 kg 


ま） 

1. この仕様は、性能向上のため変更することびあ 0 ます。 

2. 全高調波ひずみ率は、スぺクトラムアナライヴーによる第]日次高調 
波までの総和です。 


12 




スピーカーの A と巨び「切」になってい 
ます。どち5かのスピーカーを選択し 
てください。 （一>12、24.25ベージ） 


弓巧邮 [P f ] 


スピーカー A び「切」になっています。 
スピーカ ー A を選択してくださし、。 

一12、24ぺージ） 


PIJ 1 fj ： (点滅） 


PCM FIX モードになつています。 
解除してください。 （一 » 3已ベージ) 


已 


り日弓り卵日化け 
邮ひ 印[邮巧 


サラウンドバックスピーカーび接続さ 
れていないか、「お」の設定になってし) 
ます。接続するか （一>9ベージ) 、「ち」 
の設定にしてくださし バイ33ペー 

ジ)。 


6 


りが P 日巧 n け 
F 那 SIS-ES 
5日り祀[ 

t.lHf PrI 巧 131 F 
F 邮お ’ S 化げ 
5日リ附 


□ TS - ES には使用でさない効果を使用 
しよ5としています。 


7 


□ VD オーディオには使用できない効 
果を使用しようとしています。 


3 


り「 I 「りけ Ff ； 
W 打附，けけ 
WEF ! 化巧 


陆巧 


センターとサラウンドのスピーカーび 
接続されていないか、 r 無」の設定に 
なっています。接続するか （一9ペー 
ジ)、 「有」の設定にしてくださし 'I 

(->33ページ）。 


ヨー □ ッパ連合!•ソがの国の廃棄処分に関ずる情報 

このシンボルマークは EU 域内でのみ有効でず。 
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓□、または 
販売店で、正しい廃棄方法をお問い合わせください。 


ぶ 


雷源スタンパイ時の消費電力 

約 0.7 W 

省待機雷カモード時 

約 0.3 W 


rJIS C 色1000 -3-2 適合品」 

: JISC 61 000-3-2 適合品とは、日本工業規格 r 電磁両立性一 
第 3-2 部:限度値一高調波電流発生限度値 （ 1相当たりの入力 
電流び 20 A 1•ソ下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調波環 
境目標レベルに適合して設計•製造した製品でず。 


2 2 21 



PT( __ 
只 

T) P Mu 
日日日 
MMrr S 


9 



_りり I 〇い 
_ mm - MH _しし 
W UU いい 

nu nu on 
nu on _ しし 

on nr 
mm- cj 

Mu 5 


_mm_ 1, 

nM- mh om 

MM nn リリー 


4 


CL 

一りリ¬ 

一 Mu 
Mn 


:日 


2 


まな仕様/ヘルプメッセ—ジ 

リモ n ンでテレビや DVD レ n— ダ—などを操作ずる(つづき) 


お好みで 


ご参考 


4 
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巧障かな！？ 

修理を依頼される前に、この表で症状を確かがてください。なお、これらの処置をしても直日ない場合や、この表政がの症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


1 こんなとさは 

ここを確認、処置してください 

ぺージ 


巧源び入6ない。 

• 電源プラグびコンセントに正しく接続されているか、確認してくださし、。 

白 


機器の再生を始めてち音や映像が出ない。 
または音がおかしい。 

• スピーカー表示が消口している場をは、スピーカ ーA または目を選択してください。 

• 入力切換(音源)を正しく選択してください。 

• 「消音」を解除してください。 

•本機で再生で走るデジタル信号か確認してください。 

• スピーカーや機器び正し<接続されているか確認してください。 

• デジタル入力端子の設定を確認してください。 

• PCM FIX モードを解除してください。 

• DVD オーディオでは、善作権の関係上、デジタルで音声び出力できない場合があります。 

] 2、24、2已 
12.24 

29 

43 

7〜目、14〜 2] 
35 

35 

化 

i 

音が出なくなった。 

("01 化/? UMD" び約1秒間表示される。） 
本機は異常を検出ずると、保護回路び働い 
て、電源を自動的に切りまず。 

•スピーカーコードの©と©びシ ョー トしていませんか。 

• スピーカーインピーダンスび本機の許容範囲よ0低くないですか。 

• 着しい大音量で聞いていませんか。 

• 異常に暑い場所で使用していませんか。 

づ原因を解消して、しば5く待ってから再び電源を入れてください。（保護回路の動 
作び解除されます。）（それでも同じ現象び起こる場含は販売店にご相談ください。） 

8 

9.20.21 


アナ□グ入加閣中、音がひずみ‘‘日化肌〇が’が表おされる。 

• アッテネーターを r 入」にして < ださい。 

3白 


"F76" が表示され、電源が切れる。 

• 電源を切り、電源プラグを抜いたラえで、販売店にご相談ください。 

— 


"U30 REM2 "または "U30 REM1 "が表示される。 

• 1」モコンコードを設定し、本体と1」モコンのコードを合わせてください。 

40 


表示部が暗い。 

• "DIMMER" (ディマー)を解除してください。 

2目、31 


再生中、カチッと音びずる。 

• DVD などを再生すると、入力信号によりアドバンスドデュアルアンプ機能び自動 
的に切り換わります。その隙、カチッと音びしますび、故障ではありません。 

づアドバンスドデュアルアンプを自動的に動作させない設定わでさます。 

34 

測 

"MEASURING ERROR" と表示される 

•原因び特定で走ないエラーび発生しました。再度、測定をやり直してください。 

• スピーカーまでの距離び遠すぎます。設置場所を確かめてください。 

22.23 

定 

7 

距離の設定（一33ページ)で、スピーカー 
に"えり一"のように"一"び表示される。 

• 極性を自動補正したスピーカーに表示されます。 

づ極性を自動補正しない設定わで走ます。 

34 

ク 

距離の設定（一 ► 33ページ)で、距離び 
"0\化が’と表示される。 

• 距離の測定値び]日 m を超えた場合に表示されます。スピーカーの設置などを確 
認してください。 

— 


センタースピーカー、サラウンドスピー 
カー、サブウー八一か5音び聞こえない。 

• スピーカーやサブウー八一の有無、または、サイズの設定を確かめてください。 

• ドルビープ□□ジック IIx、NE 日:6、 SFC の設定を確かが、適切なモードを選んでください。 

• 2チャンネルのステレオソースの場合は、[サラウンド]を r 入」にしてくださし、。 

10.22.23.33 

2色〜28 

12、24 

5 

サラウンドバックスピーカーか5音が聞 
こえない。 

• スピーカーの有無とサイズの設定を確かめてください。 

•[サラウンド]を r 入」にしてください。 

10.22.23.33 

12.24 

立 

5 

効 

果 

ドルビープ□□ジック nx や 

NE 0:6、 SFC び使えない 

• センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーの接続を確認してください。 

• スピーカー A を「入」にしてくださし、。 

• サンプリング周波数び] 76.4 kHz . 192 kHz の PCM 信号には使用できません。 

• DVD アナ□グ目 CH を解除してください。 

• 目 S デジタル放送の AAC 信号、ドルビーデジタル、 DTS の二重音声には使用でをません。 

白 

12、24 

25 

BS デジタル放送で二重旨声放送の切り換えができない。 

• BS デジタルチューナーの音靑出力を AAC に切0換えてください。 

— 


SFC を使用中に音びひずんだよラに聞こ 
ス る。 

• 入カソースによっては、エフェクトの効果のレベルを上げると音びひずんだよラに聞 
こえることがあります。その場合は、エフェクトの効果のレベルを下げてください。 

28 


"U7(M-7" び表示される。 

• HDMI 接続した機器び、本機の著作権保護に対応していません。 

— 


"4/7 か 7 ぶが表示される。 

• HDMI 接続で、本機び対応していない映像フォーマットを受信しました。接続した 
機器の設定を確認してください。 

— 


"1/7 り-ダび表示される。 

• HDMI 接続で異常びあります。の処置をしてください。 

それでち直5ないとさは、販売店にご相談ください。 

一接続した機器の電源を「切/入」してください。 

一 HDMI ケーブルを抜さ差ししてくださし、。 

一本機出力側の接続台数び2台を超えないよラにしてください。 

7、13 

H 

D 

M 

HDMI 接続で、始めの数秒間の音声が再生 
されない。 

• DVD をチャプターから再生した場合に、起こることびあります。技下の処置をしてください。 
-DVD レコーダーまたは DVD プレー巾一のデジタル音声出力の設定をビットストリーム設定か5 
PCM 設定にしてください。(ただし、目.1チャンネルソースは日.1チャンネルで再をされます。） 
-2 チャンネルソースの場をは、さらに「入力信号の設定をずる」で" PCM 円； n こしてください。 

3已 

1 

正常に動作しない。 

• HDMI の入力端子と出力端子を間違えて接続すると、正常に動作しません。 

接続し直すとさは、一度電源を切り、電源プラグを巧いてか5接続してください。 

7、13 


VIERA Link (HDAVI Central ) び正しく 
動作しない。 

• テレビ (VIERA) を HDMI ケーブルで接続してテレビの電源を入れ、そのまま本機 
の電源プラグを一旦抜いてか5挿し直してください。 

— 


HDMI の (DVD プレーヤー)入力端子に接 
続した機器の電源び、操作をしていないの 
に r 入/切 J ずる。 

• VIERA Lmk 対応機器の場合、一部の連動操作び働さます。機能を働かせたくない 

場合は、接続した機器 (DVD レコーダー (DIGA) など)側で VIERA Link 機能を働 
かせない設定にしてください。 

— 

リ 

リモコンび働かない。 

• 電池び消耗している場をは電池を交操してください。 

已 

コ 

ン 

他のオーディオ機器が動作ずる。 

• 本機のリモコン〕ードを"/? E/W0TE2" に切日換えてくださし、。 
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お手入れ 

■本機び巧れた5 

柔らかい巧でふいてください。 アルコールやシンナーは使わないでください。 

ひどいミちれは、薄めた台所用洗剤(中性)を含ませた巧でふを、後化学ぞラきんをご使用の際は、そのを意書にしたびってください。 
4クはからぶきしてください。 
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Q & A (よくあるご質問) 


Q 價問） 

A 個答） 

カラオケ用マイクを接続したい。 

本機ではカラオケ用マイクは使用でさません。 

測定用マイク端モに接続しないで < ださし、。 

DVD プレーヤーにマイクを接続してカラオケを楽しもラとしたび、マ 
イクの音び出ない。 

DVD プレーヤーと本機をデジタル接続している場合はマイクの音は出力されま 
せん。アナ□グ接続して、アナ□グ入力にしてください。（一》1日、3曰ぺージ） 

DTS の音声び出ない。 

音声は出るび DTS 表示び点丹しない。 

DVD レコーダーまたは DVD プレーヤーのデジタル音声出力の設定び、 
ビツトスト1」ーム出力であることを確かめて<ださい。 

デジタル接続で、 DVD オーディオを再生してわ音び出ない。 

本機は CPPM に対応していますので、 HDMI ケーブルで接続すると、 DVD 
才ーディオの音靑を楽しむことびできます。（一7、13ベージ） 

長時間使用すると、本体び熱くなるび、大丈夫か。 

大丈夫です。ただし、本体上部や側面の放熱孔を物でふさぐなど、放熱を 
巧げることはしないで<ださい。 

引っ越しするのだび、そのまま使えるか。 

東曰本、西日本に関係な < 使えまず。 


音声と本機のし<み 


本機で再生でをるデジタル信号 


ェーェーシー 

AAC 


ドルビーデジタルドルビーデジタル 

Dolby DigitaKDolby Digital 

ヴラウンド イ -I ッ クス 

Surround EX も含む） 


目 S デジタル放送などに採用されている圧縮音青です。 

サラウンド音声を再生でさます。 

ドルビー研究所び開発したデジタルサラウンドシステムです。 

Dolby Digital Surround EX では、従来の日.1チャンネル方式に加え、サラウン 
ドバックチヤンネルを用いることで、さらに臨場感のある音場を作り出します。 


BS デジタル放送 
など 


DVD など 


T イーテイーエス7■イーテイーIスイーエス 了イーテイーエス 

DTS ( DTS - ES、DTS 
96/24も含む） 


ピーシーエム 

PCM 


DTS 社び開発したデジタルサラウンドシステムです。 

DTS-ES では、従来の曰.1チヤンネルち式に加え、サラウンドバックチヤンネ 
ルを用いることで、さ5に臨場感のある音場を作り出します。 DTS 目6/24で 
は、96 kHz/ 24 bit の高音質な音舌をサラウンドで再生します。 

本機では、同軸]デジタル入力端テは] 92 kHz まで、その他のデジタル入力端 
テは日日 kHz まで再生できます。 

88.2 kHz、 目巨 kHz、 176.4 kHz、] 目2 kHz の周波数を持つ信号び入力され 
ると、その周波数び表示部に出ます。 



DVD など 


CD や 

oy DVD オーディオ 
バなど 


音声信号のディスプレイ表示 


皿 D に ITAL : 
□□DIGITAL EX ： 


□□ EX : 


皿 PLHx : 
AAC ： 


デジタル入力 
DTS96/24DTS-ES AAC 
□□DIGITAL EX 皿 EX 
□□PLnxNE0:6SFC 


ドルビーデジタル デコーダー び動作しているとさ 

ドルビーデジタルの日.1チャンネルやドルビー 
デジタルサラウンド EX にドルビーデジタル EX 
デコー ダー（ドルビープ□□ジック nx デコー 
ダー)び動作しているとを(サラウンドバックス 
ピーカーを1本接続している場をのみ表示） 

DTS や AAC の日.1チャンネルにドルビーデジ 
タル EX デコーダー（ドル ビープ □□ジック nx デ 
コーダー)び動作しているとを(サラウンドバッ 
クスピーカーを1本接続している場をのみ表示） 

ドル ビープ □□ジ ック nx デコーダー を使用して 
いるとを 

AAC デコーダーび 動作していると さ 


□□ PLH: サラウンドバックスピーカーび「無」の場合に、2 

チヤンネルのステレオソースにドルビープ □□ 
ジック nx を 使用すると表示されます。 （ ドルビープ 
□□ジック n デコーダーを 使用しています） 

DTS： DTS デコーダーび動作しているとを 

DTS 96/24： DTS 目目/24デコーダーび動作しているとき 

DTS-ES： DTS-ES ディスク U— トデコーダーやマト U ッ 

クスデコーダーび動作していると走 

NE0:6： DTS NEO: 目マト U ックスデコーダーを使用し 

ているとさ 

SFC： SFC 機能を使用しているとき 


アドバンスドデュアルアンプとバイアンプ （^2 己ぺージ)で使用ずるアンプ 


アドバンスドデュアルアンプ 

本機 フ□ンロピ-力-庙） 


本機 


フロントスピーカー(左） 


フ□ント(を)用 
サラウンド(左)用 
ヴラウンドバック(在)用 
フ□ント(ち)用 
サラウンド(も)用 
ヴラウンドバック(ち)用 


ステレオ再生の場合 



フ□ント(を)用 
サラウンド(左)用 
サラウンド K ック(左)用 
フ□ント(ち)用 
サラウンド(ち)用 
サラウンド K ック(ち)用 


フロントスピーカー(ち） 


日.1チャンネル再生の場ち 


■ バイアンプ 

本機 


フ□ントス ピーカー (左） 


フ□ント(を)用 
サラウンド(左)用 
ヴラウンドバック(在)用 
フ□ント(ち)用 
サラウンド(ち)用 
ヴラウンドバック(ち)用 


却 


本機 


フ□ントス ビーカー (左） 


フ□ントス ピーカー (ち） 


バイアンプの場ち 


フ□ント(左)用 
ヴラウンド(左)巧 
サラウンド K ック(を)用 
フ□ント(ち)用 
ヴラウンド(ち)巧 
サラウンド K ック(ち)用 




フ□ントス ビーカー (ち） 


バイ7イヤー バイアンプ + バィ 
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故障かな口/お手入れ/ Q&A (ょくぁるご質問)/音青と本機のしくみ ご 参考 




















































































































































まを上のごを意 


(がずお守り < ださい) 


お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを、次のよラに説明 
していまず。 


■ま示内容をお巧して誤った使い方をしたとをに生じるを ■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、 

害や損害の程度を、巧の表示で区分し、説明しています。 説明していまず。 （下記は、絵表示の一例でず。） 


A 警告 


この表示の欄は、「死亡または重傷 
などを負ラ可能性び想定される」内 
容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 
性または物的損害のみび発生ずる巧 
能性び想定される」内容でず。 


Q このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」 
内容でず。 



このよラな絵表示は、必ず実行していただく 
「強制」内容でず。 


A 警告 
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本機のイラスト(姿図）は、イメージイラストであり、ご購入のものとは形状び多少異なる場合びありますび御了承ください。 


A 警告 


電池は誤った使いかたをしない 

0 - 乾電池は充電しない 

-加熱-分解したり、水などの液体や义の中へ入れたりしない 
-©と台を針金などで接続しない 

-金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょに持ち運んだり、保管しない 
-©と台を逆に入れない 

•新-旧電池や違う種類の電池をいっしょに使わない 
-被覆のはびれた電池は使わない 
-乾電池の代用として充電式電池を使わない。 


♦取0扱いを誤ると、液ちれ-発熱- 
発火 •破裂などを起こし、 乂災や 
周囲ミち損の原因になりまず。 
♦電池には安全のために被覆をかぶ 
せていまず。 

これをはびずとショートの原因に 
なりまずので、絶対にはびさない 
で < ださい。 


電池の液びもれたときは、素手で液をさわ！5ず、下 
の処置をずる 


〇 


液び目に入ったとさは、失明の恐れびありまず。目をこずら 
ずに、ずぐにきれいな水で洗ったあと、医師にごホ目談ください。 
液び身体やを服に付いたとさは、皮膚の炎症やけびの原因になるので、 
をれいな水で十分に洗い流したあと、医師にご相談ください。 


使い切った電池は、ずぐ 
に機器から取り出ず 


〇 


そのまま機器の中に放 
置ずると、電池の液を 
れや、発熱、破裂の原 
因になりまず。 


A 注意 


異常に温度び高くなると 
ころに置かない 


〇 



外装ケースや内部部品び劣化するほか、 
义巧の原因になることびあります。 
♦直射日光の当たるところ、ストーブ 
の近くでは特にごま意ください。 


放熱を巧げない 


〇 



内部に熱びこをると、外装ケース 
び変形した0、火災の原因になる 
ことびありまず。 

♦通風孔をふさびないで < ださい。 


不ま定な場所に設置 
しない 




上に大きなもの、 
重いちのを載せない 


機器び落ちたり、倒れたりして、 
けびの原因になることびありまず。 


長期間使わないときは、リモ 
コンから電池を取り出す 


〇 


電池の液ちれ•発熱•発乂•破裂 
などを起こし、火災や周囲巧損の 
原因になることびありまず。 


油煙や湯気の当たるとこ 
ろ、湿気やほこりのをい 
ところに置かない 

電気び油や水分、ほ 
こ0を伝わ0、乂災 • 
感電の原因になるこ 
とびありまず。 
たばこの煙などち製 
品の故障の原因|しな 
ることびありまず。 


〇 


コードを接続した状態で 
移動しない 


〇 


接続した状態で移動 
させぶラとずると、つ一 
ドび傷つさ、乂災- 
感電の原因になるこ 
とびありまず。 

また、引つかかって、 
けびの原因になるこ 
とびありまず。 


へッドホン使用時は、音量を上げずざ 
ない 


〇 


ちを刺激ずるよラな大さな音量で長時間 
続けて聴<と、聴力に悪い影響を与える 
ことびありまず。 


長期間使わないとさや、お手入れの 
ときは、電源プラグを巧く 


處 

電源プラグ 
を巧く 


通電状態で放置、保管ずると、絶縁劣化、 
ろラ電などにより、火災の原因になること 
びありまず。 


哀を上の 
ごを意 


ま全上のごま 意(必ずお守りください} 


が 
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保証とア フターヴー ビス (よ < お読み < ださい) 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 

♦修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されてい 
よ9 〇 

原術码1は、診断-故障箇所の修理および部品交換-調整- 
修理完了時の点ホあなどの作業にかかる費用でず。 


國品 巧は、修理に使用した部品および補助材料代でず。 


瞄長料 1 は、製品のある場所へ技術ちをが遣ずる場合の 
費用でず。 


保証期間：お買い上げ曰から本体 1 年間 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この A V コント□ールアンプの補修思性能部品を、 
製造巧ち切り後8年保有していまず。 

を）補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるため 
1し必要な部品でず。 

■修理を依頼されるとを 

42ページの表に従ってご確認のあと、直らないとさは、ま 
ず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡<だ 
さい。 

♦保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださまず。 

♦保証期間を過ざているときは 

修理ずれば使用でさる製品については、ご要望により修理 
させていたださまず。ち記修理料金の仕組みをご参照のラ 
えご相談ください。 


ご相談窓□における個人債强のお取 D 扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の 
個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その 
確認などのために利巧し、その記録を残ずことびありま 
す。また、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託 
ずる場合や正当な理由びある場合を除さ、第=ちに提供 
しません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡 
<ださい。 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

♦修理は、サービス会社-販売会社の「修理ご相談窓口」へ！ 
♦使いかた、お買い物などのお問い合わせは、「お客様ご 
ホ目談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い 
上げの販売店からお受け取りください。よくお読みのあと、 
保をして < ださい。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

AV コント□-ルアンプ 

お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 

SU - XR 700 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをごま用ください。 


http :// panasonic . jp / support / 



修理に関するご相談 

1 使いかた-お買い物などのご相談 

ナショナルパナソニック 修理 ご ホ目談窓 □ 

ナショナルパナソニック お客様ご相談センター 

0570 -087-087 

•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話- PHS 等か b は最寄りの修理ご相談窓□に直接お 
かけください。 

• 最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧ください。 

3 已已曰/受付 9 時〜吕〇時 

電話 ミ品レ^ 01 20-878-365 

■携帯電話. PHS でのご利用は… 06 - 6907-1187 

FAX お; ル 【ホ】 01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 

Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 
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※電話番号をよくお確かめの上、おかけくださし、。 


ナショナルパナソニック 


修理 


^ 0570 - 087-087 


•呼出音の前に NTT より通話料金の目安をお知らせします。 

•携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理ご相談窓□に直接おかけくださし、。 


北海道地区 


札幌 札幌巿厚別区厚別南 

帯広 帯広巿西20条化 2T 目 

2下目] 7-7 

23-3 

巧 (011)894-1251 

巧 (0155)33-8477 

旭 JII 祖川巿2ま通1巨 T 目 

函 函館巿西枯梗589ま地吕41 

1166 

(函館流通卸センター内） 

巧 (0166)22-3011 

巧 (0138)48-6631 


東北地 


青森 青森巿大字巧田字豊田 
364 

巧 (017)775-0326 

が:田 巧田市東通り 2T 目 1-7 

巧 (018)831 -7833 

岩手 盛岡巿厨川已 T 目 1-43 

巧 (019)645-61 30 


宮城仙台巿宮城野区扇町 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山巧ミ 山お市平清水 1T 目 
1-7 已 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 郡山市亀田 1T 目己 1-1 已 

巧 (024)991 -9308 


首都圏地区 


栃木 宇都直市上戸祭3 了目 
3-1 白 

巧 (02 が 689-2555 

群馬 前橋市お田町32己-1 

0(027)254-2075 

巧城つくば市筑穂3了目 
1已 -3 

巧 (029)864-8756 

埼玉 欄I怖赤お吕 T 目 4-2 

0(048)728-8960 

千裏千葉巿中央区末広 5T 目 
9-已 

巧 (04 ぶ 208-6034 


東京東京都世田谷区宮坂 
2T 目2白-17 

巧 (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝 1T 目 4- 13 

巧 (055)222-51 71 

巧奈川 横お巿港南区曰野已 T 目 
3-1 已 

巧 (045)847-9720 

新漏新漏巿東明 1T 目日-14 

巧 (025)286-01 71 


中部 


石川 


金が巿横川 3T 目20 

0(076)280-6608 

富山冨山市根塚町1了目1 -4 

_ 巧 (076)424-2549 

福井 福井巿問屋町2了目14 

巧 (077 の 25-5001 

長野お本巿寿化 7T 目 3-1 1 

巧 (0263)86-9209 

静岡静岡市験ミ可区ちま 2T 目 
3-22 

巧 (054 に 87-9000 


愛巧] 名古屋巿瑞穂区お入町 
8-10 

巧 (052)819-0225 

岐阜岐阜巿中需 4T 目4吕 

巧 (05 が 278-6720 

局山高山巿巧岡の 3T 目82 

0(0577)33-0613 

EM ま巿义居野村町字山巧 
421 

巧 (05 か255-1380 


滋賀栗ま巿霊仙寺 1T 目 1-48 

巧 (077)582-5021 

京都京都市伏見区竹田中川原町 

71-4 

巧 (075)672-9636 

大阪 大阪巿化区本庄西 1T 目 
1-7 

巧 (06)6359-6225 


奈良大和郡山巿筒井町 
800ま化 

巧 (0743)59-2770 

和歌山 和歌山巿中島49日-1 

巧 (073)475-2984 

兵庫巧戸巿中央区琴ノ緖町 
打目2-日 

0(078)272-6645 


鳥取 鳥取市を長29已 -1 

巧 (0857)26-9695 

米子 米子巿米原 4T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

松ミ I 巧江ホ平成の182ま化14 

巧 (0852)23-1 128 

出雲 出雲市渡橋町41曰 

巧 (0853 に 1-31 33 

巧田 ミ兵田巿下府町327-日3 

巧 (0855 に 2-6629 


岡山 岡山市田中 138-1 10 

巧 (086 に 42-62(36 

広島 広島巿西区南観音日 T 目 
13-20 

巧 (082 に 95-5011 

山 n 山□県吉敷郡ル郡町 
下郷220 -1 

巧 (083)973-2720 


香り| 高ネ公巿助使町1已 2-2 

巧 (087)868-6388 

i 患島 徳島巿沖お 2T 目3已 

巧 (08 の 624-0253 


高巧] 高巧市仲田町 2-1 已 

巧 (088)834-31 42 

愛媛愛媛県伊予郡お部町八倉 
7己-1 

巧 (089)905-7544 


福岡 春日巿春日公園 3T 目48 

巧 (092)593-9036 

佐賀佐賀市銷島町大字 
八戸宇上深町3044 

巧 (0952 に 6-91 51 

長崎 長崎市東町1日4日-1 

巧 (095)830-1 658 

大分 大分巿疎原 4T 目 8-3 已 

巧 (097)556-381 5 

宜崎 宮崎巿本郷化ち字草葉 
2099-2 

巧 (0985)63-1 213 


負長本 熊本巿健軍本の 12-3 

巧 (096)367-6067 

天草 本渡市港町 18-1 1 

巧 (0969 に 2-31 25 

鹿巧島 鹿ぉ島巿与;欠郎 1T 目 
5-9 つ 

巧 (099に 50-5657 

大島 名瀬市長巧の 10-1 

0(0997)53-5101 


沖縄地 


沖縄浦添巿が間 4T 目 23-1 1 


巧 (098)877-1 207 


所在地、電話香号び変更になることびありまずので、あ S かじめご了承:ください。 0506 
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.. 33 
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を <いん 


英数字 


■ 2CH MIX. 

■ A AC. 

■ BS デジタルチューナー 

■ CD プレーヤー 

接続 . 

再生 . 

U モコンで操作 . 

■ CS チューナー . 

■ D 端子 . 

■ DTS'DTS 96/24 、 DTS-ES 

■ DVD アナログ己 CH 

g 続 . 

酸 . 

■ DVD プレーヤー 

g 続 . 

酸 . 

U モコンで操作 . 

■ DVD レコーダー 

g 続 . 

酷 . 

U モコンで操作 . 

■ HDAVI Control. 

■ HDMI 

鶴 . 

ミ几み 

政化 . 

■ NE0:6.. 

■ PCM.........■■■■■■ 

■ PCM FIX .................................. 

■ RESET... . . . 

■ S 映像端テ .... 

■ SFC...... 

■ VIERA Link............. 


あ巧 


■ アッテネーター……. . 

■アドバンスドデュアルアンプ 

H 生 . 

働かせない設定 . 

■音量バランス . 


か行 


■ 距離の設定 . 

■ 高音の調整 . 

■ コンポーネント映像端子 



■ サブウー八ーレベル 


■ サラウンド効果 ........ 

■ 自動 スピーカー 設定 
■ 出カレベル調整 ........ 

■ ''肖音 

■ r 初期設定」操作 ........ 


■ スピーカー 

接続 . 8、9、20、21 

設定 . 10、22、23、33 

音声出力確認 . 11 

音量調整 . 29 

自動検出 . 10 

■ スピーカ ー B 

g 続 . 21 

再生 . 25 

■ 測定マイク . 22、23 

■ 低音の調整 . 31 

■ ディマー . 乙9、31 

デジタル信号 . 43 

デジタル端子(同軸） . 14、1已、19 

デジタル端子(光） . 7、13〜17、19 

デジタルトランシーバー . 21 

テスト信号 . 11 

テレビ 


接続.. 


.7' 13〜17 


酷 . 12 

U モコンで操作 . 37 

■ ドルビーデジタル、ドルビーデジタルサラウンド EX ..... 43 
■ ドルビープロロジック nx . 26-28,43 

■ 入力信号の設定 . 35 


_ ぺージ 

バイアンプ 

再生 . 25 

設定 . 34 

バイワイヤー . 20 

ビデオデッキ 

g 続 . 14 

再生 . 24 

U モコンで操作 . 40 

ビデオデッキー体型 DVD レコーダー 

mm . 17 

再生 . 24 

フィ ルターの 設定 . 33 


へツ ドホン. 


36 


ヘルプメッセージ ... 41 

I ぺージ 

「メこュー」操作 . 30.31 

U モコン . 己、37〜40 

U モコンコード . 40 


ワイヤレススピーカー. 


ぺージ 
...... 21 


ね巧 


ま行 


は巧 


な巧 


■ ワンタッチ再生 . 13 


愛情点検 1 

長年ご使用の A V コン ト □-ルアンプの点検を！ 

の 

こんな症巧は 
あ 0 ませんか 

-煙び出たり、異常なにおいや音びずる 
-音び出ないことびある 
-正常に動作しないことびある 
-商品に破損した部分びある 
-その他の異常や故障びある 

► 

このような症状の時は、使用 
を中止し、故障や事故の防止 
のために、必ず販売店に点検 
をご相談ください。 


便利メモ (おぼえのため、記入されると便利です) 


販売店名 

巧 （ ) — 

品番 

SU - XR 700 

お客様 
ごホ目談窓 □ 

五' ( ) — 

お買い上げ曰 

年月日 


松下電器産業株式会社ネットワーク事業グループ 

〒己71 - 8504大阪府門真市松生町 ] 蚕]己号 

© 2006 Matsushita Electric Industrial Co ., Ltd. (松下電器産業株式舎社) All Rights Reserved. RQT 8744-2 S 

H0706RT2086 
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